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商
店
街
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
と
な
り
、

人
口
減
少
も
急
速
に
進
み
、農
林
漁

業
の
担
い
手
不
足
や
労
働
者
の
高
齢

化
な
ど
、我
々
の
生
活
を
取
り
巻
く

問
題
は
、そ
の
深
刻
さ
の
度
を
増
し
、

「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」
に
陥
っ
て
い

る
と
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、町
民
の
ま
ち
づ

く
り
意
識
の
醸
成
や
町
民
へ
の
情
報

発
信
を
行
う
と
と
も
に
、町
が
抱
え

る
課
題
に
つ
い
て
幅
広
く
議
論
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
、こ
の
「
朝
日

町
再
生
会
議
」
が
立
ち
あ
が
る
こ
と

を
知
り
、参
加
し
た
。

　
会
議
を
重
ね
る
ご
と
に
委
員
各
位

の
真
剣
さ
や
能
力
の
高
さ
、誰
に
も

負
け
な
い
朝
日
町
へ
の
愛
情
を
持
っ

て
、素
晴
ら
し
い
提
案
や
方
向
性
を

導
き
出
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
る
。

　
こ
の
提
言
が
、朝
日
町
が
策
定
し

た
「
朝
日
町
総
合
戦
略
」
及
び
平
成

28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
第
５

次
朝
日
町
総
合
計
画
」
に
反
映
さ
れ
、

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
検
証

の
も
と
、着
実
な
成
果
を
挙
げ
、町
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
切
に
望
む
。

●
現
代
の
情
報
化
社
会
に
順
応
し
、

若
者
向
け
の
情
報
発
信
が
上
手
く

い
っ
て
な
い
。

●
効
果
的
か
つ
浸
透
す
る
情
報
発
信

を
行
わ
な
い
と
、人
が
集
ま
ら
ず
、空

回
り
し
て
し
ま
う
。

●
県
内
、県
外
の
人
に
も
魅
力
が
伝

わ
る
よ
う
な
情
報
の
発
信
方
法
を
確

立
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
ど
の
よ
う
な
方
法
で
町
の
魅
力
を

広
め
て
い
く
か
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。

●
町
の
活
性
化
事
業
を
成
功
さ
せ
る

に
は
、住
民
の
積
極
的
な
参
加
が
不

可
欠
で
あ
る
。

●
活
性
化
の
た
め
の
事
業
は
、『
住
民

自
身
の
元
気
と
活
力
が
前
面
に
出
る

も
の
』、『
住
民
自
身
が
楽
し
め
る
も

の
』で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
ど
の
よ
う
に
住
民
と
手
を
携
え
、

「
町
民
本
位
、主
体
」
の
事
業
を
展

開
し
て
い
く
か
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。

３ 

行
政
の
迅
速
な
相
談・支
援
体
制

●
町
民
、事
業
者
又
は
町
へ
移
住
を

考
え
て
い
る
人
が
最
終
的
に
相
談
す

る
相
手
は
行
政
で
あ
る
。

●
行
政
で
事
業
者（
起
業
者
）へ
一
元

的
に
ア
ド
バ
イ
ス
、サ
ポ
ー
ト
を
行

う
窓
口
を
設
け
、適
切
な
支
援
体
制

を
整
え
る
こ
と
で
、安
心
し
て
事
業

や
町
で
の
生
活
を
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。

４ 

提
言
事
業
の
完
結

●『
事
業
を
提
言
し
た
段
階
』が『
再

生
会
議
の
役
目
が
完
了
す
る
時
』で

は
な
い
。

●
事
業
が
開
始
さ
れ
、様
々
な
問
題
、

課
題
と
向
き
合
い
、実
現
さ
せ
、結
果

を
出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。再
生

会
議
は
そ
の
役
割
を
担
う
必
要
が
あ

る
。

●
提
言
事
業
が
実
行
さ
れ
、結
果
が

出
る
ま
で
行
う
こ
と
で
、再
生
会
議

の
意
義
や
達
成
感
が
生
ま
れ
、目
指

す
ま
ち
づ
く
り
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

■
提
言
に
あ
た
っ
て

（
一
部
抜
粋
）

（
一
部
抜
粋
）

■
提
言
を
実
施
す
る
前
提

１ 

効
果
的
な
情
報
発
信

２ 

地
元
住
民
と
の
連
携

※ＰＤＣＡサイクル…ＰＬＡＮ（計画）、ＤＯ（実施）、ＣＨＥＣＫ（評価）、ＡＣＴＩＯＮ（改善）の４つの視点をプロセスの中に
　取り込むことで、プロセスを不断のサイクルとし、継続的な改善を推進するマネジメント手法のこと。

－提言事業－

①子育て環境が充実した企業
　の育成、拡大
②女性の起業、就業の支援
③子育て支援事業のアピール
④子育て環境の整備

働くお母さんを“日本一”
応援する事業

①有識者や著名人による講演
②町を誇りに思う子どもの
　育成
③朝日町ふるさと人材バンク
　の活用

朝日町出前授業プロジェクト

①子育て世帯の経済的負担の
　軽減
②若者が朝日町に戻るきっかけ
　づくり
③若者を支援していく町として
　のイメージアップ

ふるさと奨学金基金事業
①６次産業化事業又は農商工
　連携推進事業の確立
②地場産材の活用
③食の安全性のＰＲ
④特産品開発のプロジェクトチ
　ームの発足、競争原理の取入れ

朝日町６次産業化構想

①駅名の変更
　（泊駅→あいのトキめき駅、
　越中宮崎駅→ヒスイ海岸駅）
②電車イベントの実施
③泊駅から五叉路までの動線整備
④駅への売店設置
⑤ヒスイ海岸周辺の観光施設整備
⑥ヒスイ海岸周辺のインフラ整備

泊駅、越中宮崎駅及び
駅周辺の魅力アップ事業

①充実した支援体制の確立
②補助の拡充
　（エリア、補助金額）

若者のダッシュ力支援事業
（起業者への補助の見直し） ①町に観光に来た人に対する

　アンケート（データ収集）
②観光ガイドの育成
③子どもへのふるさと教育
④観光ルートの確立

朝日町の自然等を見つめ直し、
魅力を再発見

①案内看板のリニューアル、
　案内人等の育成
②交通手段の確保
③キラリと光る観光ツアー
　（旅行会社等も巻き込んだ企画）
④観光に特化した組織の設立

観光客を迎える環境整備

①特産品の評価制度の導入
②地元産食材の利用
③町の歴史の再認識し、
　特産品との関連性構築

特産品開発のプロジェクトチーム
（専属チーム）の発足

①空き家を利活用した、U．Iタ
　ーン向け促進住宅の整備
②Ｕ．Ｉターン向け促進住宅等
　をＰＲする
③空き家を市場に流通させる
　仕組みの構築
④移住者の心のサポート体制
　の整備
⑤就職支援、雇用促進

U.Iターン向け促進住宅事業
①専門分野の人材発掘
②人材のデータベース化、
　活用
③人材活用の盛んな町と
　してのイメージアップ

「朝日町ふるさと応援団」
人材バンク事業

　これらの提言事業は、次ページ
の「朝日町総合戦略」に反映させ、
新たに生まれ変わる朝日町を目
指し、具体的な施策を進めていき
ます。それでは、その内容をご覧く
ださい。

4Pへ

具体的な取り組み

朝日町再生会議から町への提言朝日町再生会議から町への提言

　
本
年
１
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
朝
日
町
再
生
会
議
。こ
れ
ま
で
に
13
回
の
会
議
を
開
催
し
、町

の
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
ま
し
た
。10
月
29
日
に
、再
生
会
議
か
ら
町
に
提
出
さ
れ
た
、

提
言
書
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
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変えるんです“朝日町”

朝日町総合戦略
　
朝
日
町
総
合
戦
略
は
、朝
日
町
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
つ
つ
、朝
日
町
の
創
生
に

向
け
た
目
標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
、具

体
的
な
施
策
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
特
に
、人
口
減
少
対
策
を
扱
う
本
戦
略

は
、現
在
策
定
中
の
第
５
次
朝
日
町
総
合

計
画
に
お
け
る
、主
に
産
業
振
興
、移
住
・

定
住
対
策
、子
育
て
支
援
等
の
施
策・事
業

と
の
整
合
を
図
り
、今
後
の
５
年
間（
平
成

27
年
度
〜
平
成
31
年
度
）に
集
中
的
に
取

り
組
む
内
容
を
位
置
づ
け
る
も
の
で
す
。

１．町に仕事をつくる、町の価値を生み出す

※2　ＫＰＩとは … 重要業績評価指標（Key Performance Indicator）の略称。施策ごとの進捗状況を検証するために設定する指標をいう。

を策定しました
　「ここまでやらなければ、町は変わらない」、
「朝日町を再生する」を本戦略が目指す基本コン
セプトとし、「変えるんです“朝日町”」をキャッチ
フレーズに町の英知を集結した「オール朝日町」
でまちづくりに取り組みます。

【基本コンセプト】

●計画期間
  平成２８年度～平成３７年度（１０箇年） 
【将来像】 
  

夢と希望が持てるまちづくり
 

朝日町
 【基本目標・まちづくりの柱】

 
    
     
※施策分野にとらわれず、総合的・横断的に展開 

 

 

●地域の自立促進の基本方針 
 ①住み続けたいまちづくり 
 ②やさしさがあふれるまちづくり 
 ③活力あるまちづくり 

●計画期間 
 平成２８年度～平成３２年度 
 （５箇年） 

 

 ●計画期間  
 

平成２７年度～平成３１年度（５箇年）
 

 
 

 
 

 
Ⅰ：人口の現状分析 
●人口動向や将来人口推計の分析 

Ⅱ：人口の将来展望 
●目指すべき将来の方向性や施策の方向性を
踏まえた人口の将来展望 

 

具 体 的 な 施 策 

●朝日町再生会議  
【協議テーマ】  人口減少・定住対策、観光振興 等 
●タウンミーティング  ●町民アンケート     

●起業に対する支援の充実　　　　　　　　　　　　●働きたい女性や高齢者の就業支援

■新規雇用創出者数 ※１（年間）　25人（H26） ⇨ 35人（H31）
■就業者数　　　　4,606人（H22） ⇨ 4,600人（H31）
■宿泊者数（年間）　65,000人（H26） ⇨ 77,000人（H31）　　　　

（１）雇用の受け皿となる農林漁業の活性化
●農林漁業の６次産業化・農商工連携事業の支援
●地域ブランド構築事業
○特産品・地域ブランド品の販路拡大
○ふるさと納税における町の特産ＰＲ
○地産地消の推進

○農業の担い手の育成
○地域受け入れ体制の整備
○農業法人化の支援
○地場産木材の利用促進
○漁業者支援の推進

○国内外観光情報発信・プロモーションの強化
●広域観光の受け入れ態勢の整備
●観光地イメージアップのための修景整備
●土産・特産品づくり
○訪日外国人旅行客対応観光商品の開発
●おもてなし人材の育成
○まちづくり人材の招聘

●ヒスイ海岸周辺整備事業
○舟川桜並木周辺の魅力アップ
●泊駅及び駅周辺の魅力アップ
●町の自然を見つめ直し、魅力再発見
○観光客の実態把握
○体験・学習・交流型企画の開発
○スポーツ合宿・教育旅行の促進
○農林漁家での民泊交流の推進

○企業誘致体制の強化
○新工業団地の整備
○誘致企業への財政支援の拡充

○人材確保・雇用拡大の支援
○経営者・従業員のスキルアップ支援
○異業種交流の促進

重要業績評価指標 （ＫＰＩ※２）

重要業績評価指標 （ＫＰＩ）

重要業績評価指標 （ＫＰＩ）

重要業績評価指標 （ＫＰＩ）

■６次産業化法計画認定数（累計）　2事業者（H26） ⇨ 4事業者（H31）

※１　雇用創出奨励金事業の交付数

（２）朝日町の強みを活かした観光の基盤産業化

■観光入込客数（年間）　25.0万人（H26） ⇨ 45.0万人（H31）

■起業・開店数（累計）　－ （H26） ⇨ ５件（まちなか）＋２件（郊外）（H31）

（３）産業の集積と新産業の展開

■新規企業立地件数（累計）　- （H26） ⇨ 2件（H31）
（４）起業・就業の支援

等

※総合計画のうち、
次の政策分野を朝日
町版の総合戦略とし
て策定する。
①安定雇用創出
②地方への人の流れ
③結婚・出産・子育て
④地域づくり

第５次朝日町総合計画
基本構想

中長期展望

基本目標

第２次朝日町過疎地域自立促進計画

朝日町総合戦略

① 子育て・教育、② 健康・福祉、
③ 産業振興、④ 観光交流、⑤ 定住、
⑥ 安心・安全、⑦ 生活基盤

基 本 計 画

実 施 計 画

提言提言
整合性

第５次朝日町総合計画・朝日町総合戦略等　イメージ図

基本目標

●
の
取
り
組
み
内
容
は
、「
朝
日
町
再
生
会
議
か
ら
の
提
言
」に
対
応
す
る
も
の

《基本的方向》

数値目標

　朝日町総合戦略の実行するにあたり、４つの基本目標を立
て、各目標における数値目標、基本的方向、主な事業、客観的な
指標を決めて進めていきます。
　次のページより、総合戦略の主な内容を紹介します。

しょうへい

１．町に仕事をつくる、町の価値を生み出す
２．町への人の流れをつくる、町に人を呼び込む
３．若者の結婚・出産・子育てを応援する
４．時代に合った地域づくりを進める
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2.町への人の流れをつくる、町に人を呼び込む

《 朝日町人口ビジョン 》 《 人口展望 》

推計より
1,025人増

推計より
1,455人増

推計より
2,455人増

朝日町の人口展望
朝日町の人口推計

（国立社会保障・人口問題研究所推計）

■若者の転入者数（年間）　９９人（H26） ⇨ 120人以上（H31）
■転出超過数（年間）　103人（H26） ⇨ 70人以下（H31）　　　　

《基本的方向》

《基本的方向》

（１）町の魅力のアピール強化
○町HPリニューアル
○移住関連情報の充実
○情報発信の強化

○タウンミーティングの実施
●郷土学習の推進
○ミュージアムネットワークの構築

○総合的な情報提供システムの充実
○中心市街地活性化、土地利用計画策定事業
●お試し移住体験の推進

●空き家利活用の推進、空き家コンシェルジュ事業
●地域における移住者・移住希望者との交流
●定住サポート事業の推進

●移住希望者への仕事・暮らし情報の提供と相談支援
○新卒者等人材育成の促進
○インターンシップ等の促進
●UIJターン採用の企業に対する助成

〇地域おこし協力隊の活用
●ふるさと人材の確保事業
〇二地域居住の推進
●移住お試しモデル住宅の整備

●妊娠・出産・子育ての啓発
●若者の出会い・交流の支援
●結婚相談応援事業
○すこやか誕生券支給事業

○不妊治療費助成・不育症治療費助成事業
○任意予防接種費助成、出産育児一時金
●妊娠・出産・子育てにおける連携システムの構築
●情報の共有化

（２）転入者が安心できる受け入れ体制の充実

３．若者の結婚・出産・子育てを応援する
■家族の役割として「子どもを産み育てること」
　が重要だと思う若者の割合

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

■空き家コンシェルジュによる移住斡旋・サポート件数　－ （H26） ⇨ 30件（H31）

重要業績評価指標（ＫＰＩ）■朝日町の対外的な認知度やイメージが高まっていると
　感じる町民の割合

■UIJターン就職者数（累計）　－ （H26） ⇨ 35人（H31）

（３）戻ってきたくなる、移り住みたくなる環境の整備

（１）安心して結婚・出産できる環境づくり

○地域振興施設の活用
○民間事業者との連携活動‐安否確認体制整備
○買い物支援事業

○既存公共交通の充実
○デマンド交通の導入

４．時代に合った地域づくりを進める
■住み慣れた地域で暮らし続けることができると感じる町民の割合 － （H26） ⇨ 75％（H31）
■地域に誇りを感じている若者の割合　－ （H26） ⇨ 70％（H31）

（１）地域の生活サービス機能の維持

○自治振興会活動支援事業
○町内会組織育成支援事業
○コミュニティ活動を担う人材の育成
○多世代交流の推進

○地域住民と行政との協働の推進
○朝日町再生会議の実施
●タウンミーティング、出前講座の開催
●ふるさと応援団人材バンク、アイデア箱の開設

（２）地域コミュニティの活性化

●病児・病後児保育
●保育サービスの質向上
●子育て広場-母親の交流の場の充実
●児童健全育成事業
●医療費助成事業
●第2子・3子保育料軽減事業
●任意予防接種費助成
●子育て世帯住宅整備費助成

○教育環境整備事業
○ふるさと教育の推進
○小中高連携推進事業
○地元高等学校存続のための運動等の取組み
●子育て応援企業の拡大
●中小企業での育児休業取得の促進
○父親の育児参加の促進

●
の
取
り
組
み
内
容
は
、「
朝
日
町
再
生
会
議
か
ら
の
提
言
」に
対
応
す
る
も
の

■婚活事業の参加を通じて結婚したカップル数（累計）　－ （H26） ⇨ 30組（H31）
■この地域で子育てしたいと思う親の割合　－ （H26） ⇨ 93％（H31）

●地域子育て支援センター事業
●ファミリーサポート-子育て相互援助事業
●多様な保育ニーズへの対応

●就学支援
○保育所・小学校の連携強化
○小中学校学力向上の支援

（２）子育て支援と教育の充実

重要業績評価指標（ＫＰＩ） ■子育てにかかる経済的負担が大きいと感じる保護者の割合
　60.4％（H26） ⇨ 60％未満（H31）

重要業績評価指標（ＫＰＩ）
■自治振興会提案・実施件数（累計）　2件（H26） ⇨ 20件（H31）
■ふるさと応援団人材バンク登録者数（累計）　－ （H26） ⇨ 40人（H31）

重要業績評価指標（ＫＰＩ）
■まちバス利用者数　26,000人（H26） ⇨ 30,000人（H31）

３６．０％ （H26） ⇨ 40％以上（H31）
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基本目標 － （H26） ⇨ ８０％以上（H31）

数値目標
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《基本的方向》

数値目標

　
こ
の「
総
合
戦
略
」の
施
策
を
実
施・推
進
す

る
に
は
、住
民
、関
係
組
織
や
民
間
事
業
者
な

ど
の
幅
広
い
参
加・連
携・実
践
に
よ
る「
オ
ー

ル
朝
日
町
」で
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。

　
ま
た
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル（
P
2
下
部
参

照
）の
実
践
や
審
議
会
等
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の

構
築
も
必
要
で
あ
り
、よ
り
効
果
的
で
持
続
的

な
も
の
と
な
る
よ
う
、そ
し
て「
夢
と
希
望
が

持
て
る
ま
ち
づ
く
り
」に
向
け
町
民
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
手
を
取
り
合
い
、前
進
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、今
回
掲
載
し
た「
朝
日
町
総
合
戦

略
」の
詳
細
は
朝
日
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。朝
日
町
の
夢
と
希
望
の
あ
る

将
来
を
想
像
し
な
が
ら
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2025年（H37）
11,500人

2040年（H52）
9,000人

2060年（H72）
7,000人

あっせん



　
　
　
ス
イ
は
、朝
日
町
に
と
っ
て
は
身
近
で
、親
し
み
の
あ
る
宝

　
　
　
石
で
す
。し
か
し
、ヒ
ス
イ
は
い
つ
、ど
こ
で
で
き
た
の
か
と

い
う
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、ヒ
ス
イ
の
ル
ー
ツ
を

調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
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調
査
の
結
果
、日
本
の
遺
跡
で
、

ヒ
ス
イ
の
装
飾
品
が
た
く
さ
ん
発

見
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。ヒ
ス
イ
探
し
は
、昭
和
に
入
り
、

糸
魚
川
で
始
ま
り
ま
し
た
。糸
魚
川

に
は
「
ヌ
ナ
カ
ワ
姫
」
が
ヒ
ス
イ
の

装
飾
品
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
い

う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。こ
の
こ
と
か

ら
糸
魚
川
が
ヒ
ス
イ
の
原
産
地
で

あ
る
と
い
う
説
が
浮
上
し
て
き
ま

し
た
。

　

　
昭
和
13
年
、糸
魚
川
市
に
あ
る
小

滝
川
支
流
で
ヒ
ス
イ
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。こ
れ
は
、日
本
で
ヒ
ス
イ

が
採
れ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
重

要
な
発
見
で
し
た
。小
滝
川
の
ヒ
ス

イ
は
、姫
川
か
ら
海
に
出
て
、朝
日

町
の
ヒ
ス
イ
海
岸
に
た
ど
り
着
い

た
の
で
す
。

　
現
在
の
地
球
は
年
齢
で
例
え
る

と
46
億
歳
で
す
。そ
の
中
で
ヒ
ス
イ

が
で
き
た
の
は
５
億
年
前
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
ま
い
ぶ
ん
K
A
N
近
く

に
縄
文
時
代
前
期
の
柳
田
遺
跡
が

あ
り
ま
す
。こ
の
遺
跡
に
は
、ヒ
ス

イ
が
多
く
持
ち
込
ま
れ
て
お
り
、こ

れ
が
ヒ
ス
イ
と
人
間
と
の
出
会
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。ヒ
ス
イ
の
産
地

は
全
国
で
10
カ
所
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。全
国
の
遺
跡
か
ら
出
土
す

る
ヒ
ス
イ
製
品
の
ほ
と
ん
ど
は
、新

潟
県
南
西
部
か
ら
富
山
県
東
部
で

産
出
さ
れ
た
ヒ
ス
イ
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
５
億
年
前
に
ヒ
ス
イ
は
大
陸
プ

レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
帯
で
生
ま
れ
、

ヒ
ス
イ
海
岸
に
も
流
れ
着
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。縄
文
時
代
、朝
日

町
で
は
縄
文
人
た
ち
が
ヒ
ス
イ
の

原
石
を
加
工
し
、装
飾
品
を
作
り
、

交
易
を
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
今
回
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
ヒ
ス
イ

の
ル
ー
ツ
」
で
し
た
が
、ヒ
ス
イ
の

歴
史
を
追
い
か
け
る
中
で
、地
球
の

歴
史
を
追
い
か
け
て
い
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。朝
日
町
を
も
っ
と

知
れ
ば
、も
っ
と
大
き
な
世
界
が
わ

か
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

深
く
知
っ
て
、地
球
の
こ
と
、人
間

の
こ
と
を
見
つ
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

・観
光
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
通
信
の
発
行

・舟
川
べ
り
桜
並
木
写
真
撮
影
会・ 

  

コ
ン
テ
ス
ト

・「
あ
さ
ひ
ま
ち
バ
ス
〜
春
の
臨
時
便
〜
」

・朝
日
町
研
究
作
業

　（
名
所
、旧
跡
等
調
査
）

・地
域
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作

・朝
日
町
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

・観
光
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
紹
介

  

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
制
作

・越
中
富
山
ふ
る
さ
と
検
定
受
検

・台
湾
海
外
研
修
旅
行

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

の
取
り
組
み

泊高校
観光ビジネスコース

×朝日町
『ヒスイのルーツ』レポート『ヒスイのルーツ』レポート

中
高
連
携
推
進
事
業「
教
育
講
演
会
」

ヒ■
ど
こ
で
で
き
た
の
か
。

■
い
つ
で
き
た
の
か
。

泊高校
観光ビジネスコース

×朝日町

姫川から海に出て、ヒスイ海岸へ

■
ヒ
ス
イ
と

　
人
間
と
の
出
会
い

　
朝
日
町
で
は
、平
成
11
年
か
ら
朝

日
中
学
校
と
泊
高
等
学
校
の
両
校

が
、さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を
連
携

し
て
行
う
「
中
高
連
携
推
進
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、著

名
人
を
招
き
、ス
ポ
ー
ツ
指
導
や
講

演
会
を
実
施
し
て
お
り
、中
学
生
や

高
校
生
が
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
や
文

化
人
に
触
れ
合
う
機
会
の
創
出
に

努
め
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、

11
月
11
日
、サ
ン
リ
ー
ナ
で
教
育
講

演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
演
に
先
立
ち
、朝
日
中
学
校
の

生
徒
が
、社
会
体
験
を
営
む
上
で
の

規
範
意
識
を
高
め
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
行
っ
た
「
14
歳
の
挑
戦
」
に

つ
い
て
報
告
。続
い
て
、泊
高
校
観

光
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
の
生
徒
が
「
朝

日
町
か
ら
見
た
地
球
の
歴
史
」
と

題
し
、活
動
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、元
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

選
手
の
清
水
宏
保
さ
ん
が
「
ハ
ン

デ
ィ
を
乗
り
越
え
て
の
金
メ
ダ
ル
」

と
題
し
講
演
。喘
息
や
外
国
人
選
手

と
の
体
格
差
を
克
服
し
て
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
こ
と
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　     

関
連
記
事
32
ペ
ー
ジ

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
清
水
宏
保
さ
ん

「
ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
て
の
金
メ
ダ
ル
」

　泊高等学校観光ビジネスコースでは、地域の観
光資源を題材とし、自然、歴史、文化、ひと、観光な
どを学際的に学んでいます。地域の魅力を体験す
る活動を通じて、地域のリアリティと魅力を複合
的に捉える目と積極的に社会に参画し地域の魅
力を創造していこうとする態度を育てることを目
的に活動しています。
　今回は、教育講演会に先立ち研究発表した「ヒ
スイのルーツ」や観光ビジネスコースの取り組み
について紹介します。

　泊高等学校観光ビジネスコースでは、地域の観
光資源を題材とし、自然、歴史、文化、ひと、観光な
どを学際的に学んでいます。地域の魅力を体験す
る活動を通じて、地域のリアリティと魅力を複合
的に捉える目と積極的に社会に参画し地域の魅
力を創造していこうとする態度を育てることを目
的に活動しています。
　今回は、教育講演会に先立ち研究発表した「ヒ
スイのルーツ」や観光ビジネスコースの取り組み
について紹介します。

ぜ
ん
ぞ
く
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ね
ぇ
博
士
、決
算
っ
て

　
　
　
　
何
の
こ
と
？

　
　
　
　
　
簡
単
に
言
う
と
１
年

　
　
　
　
間
の
収
入
と
支
出
を
ま

　
　
　
　
と
め
た
も
の
の
こ
と
じ

ゃ
よ
。

　
　
　
　
　
じ
ゃ
あ
、家
の
家
計
簿

　
　
　
　
み
た
い
な
も
の
だ
ね
。博

　
　
　
　
士
、町
の
決
算
に
つ
い
て
、

も
う
少
し
詳
し
く
教
え
て
よ
！

　
　
　
　
　
よ
し
。で
は
、ま
ず
歳

　
　
　
　
入
か
ら
見
て
い
く
と
す

　
　
　
　
る
か
。歳
入
は
家
計
で
い

う
収
入
の
こ
と
じ
ゃ
。

　
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
の
歳

入
額
は
94
億
８
’

６
６
６
万
円
。

上
の
円
グ
ラ
フ
が
、各
項
目
と
金
額

を
表
し
た
も
の
じ
ゃ
よ
。

　
　
　
　
　
い
ろ
ん
な
種
類
の
お

　
　
　
　
金
が
町
に
入
っ
て
く
る

　
　
　
　
ん
だ
ね
。

　
　
　
　
　
そ
う
じ
ゃ
な
、歳
入
に

　
　
　
　
は
大
き
く
分
け
て
「
自

　
　
　
　
主
財
源
」
と
「
依
存
財

源
」
の
２
種
類
が
あ
る
ん
じ
ゃ
よ
。

「
自
主
財
源
」
の
中
で
最
も
大
き

い
の
は
、全
体
の
15
・
７
㌫
を
占
め

る
町
税
で
、「
依
存
財
源
」
で
は
地

方
交
付
税
が
最
も
大
き
く
て
全
体

の
33・２
㌫
を
占
め
て
お
る
ぞ
。

　
他
に
は
、町
が
行
う
事
業
に
応
じ

て
、国
な
ど
か
ら
お
金
を
借
り
る
町

債
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
あ
る
ん
じ

ゃ
よ
。

　
　
　
　
　
町
の
歳
入
の
半
分
以

　
　
　
　
上
が
依
存
財
源
で
、３
分

　
　
　
　
の
１
を
地
方
交
付
税
が

占
め
て
い
る
ん
だ
ね
。

　
　
　
　
　
そ
の
と
お
り
な
ん
じ

　
　
　
　
ゃ
が
、町
が
計
画
的
に
事

　
　
　
　
業
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、自
主
財
源
の
確
保
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
よ
。

　
　
　
　
　
で
は
、次
に
歳
出
を
見

　
　
　
　
て
み
る
と
す
る
か
。歳
出

　
　
　
　
は
家
計
で
い
う
支
出
の

こ
と
じ
ゃ
よ
。

　
使
っ
た
お
金
を
項
目
別
に
表
し

た
も
の
が
上
の
円
グ
ラ
フ
じ
ゃ
。平

成
26
年
度
は
、全
体
で
88
億
１
’

４

１
５
万
円
を
使
っ
た
こ
と
が
分
か

る
な
。

　
　
　
　
　
ど
ん
な
こ
と
に
、ど
れ

　
　
　
　
く
ら
い
の
お
金
が
使
わ

　
　
　
　
れ
て
い
る
の
？

　
　
　
　
　
グ
ラ
フ
を
見
て
み
る

　
　
　
　
と
子
育
て
支
援
や
高
齢

　

者
福
祉
の
推
進
な
ど
に
か
か
る
民

生
費
が
一
番
大
き
く
て
、全
体
の

19・５
㌫
を
占
め
て
お
る
ぞ
。

　
そ
の
次
は
、安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
や
自
治
振
興
会
の

活
動
支
援
な
ど
に
か
か
る
総
務
費

に
な
っ
て
お
る
ぞ
。

　
こ
の
他
に
も
、左
上
の
一
覧
表
に

あ
る
よ
う
に
、あ
さ
ひ
総
合
病
院
の

企
業
会
計
や
下
水
道
事
業
な
ど
と

い
っ
た
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め

の
特
別
会
計
と
呼
ば
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
ん
じ
ゃ
よ
。

　
　
　
　
　
な
る
ほ
ど
〜
。町
が
行

　
　
　
　
う
事
業
っ
て
、た
く
さ
ん

　
　
　
　
の
種
類
が
あ
る
ん
だ
ね
。

パ
パ
や
マ
マ
が
払
っ
た
税
金
も
、こ

う
し
て
僕
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
ね
。

　
　
　
　
　
そ
う
な
ん
じ
ゃ
よ
。町

　
　
　
　
で
は
「
夢
と
希
望
が
持

　
　
　
　
て
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
に
向
け
、再
生
会
議
や
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
は
じ
め
、町
民
の

声
に
耳
を
傾
け
、来
年
度
の
予
算
編

成
が
進
め
ら
れ
て
お
る
よ
う
じ
ゃ

な
。

■ 

歳  

入

■ 

歳  

出

用語解説　自主財源：町が独自に調達できるお金のこと。
　　　　　依存財源：国や県の基準に基づき交付、割り当てられる収入のこと。
　　　　　地方交付税：国が国税として集めたお金を、町の財政状況に応じて配分するお金のこと。

決算報告
　町政は、みなさんからの税金や国からの地方交
付税などを財源として運営されています。
　今月号では決算についてたずねる勉強熱心な少
年と博士の会話から、町の「家計簿」をのぞいて
みましょう。

平成26年度の決算が まとまりました

町税
14億9,070万円
（15.7％）

繰越金　6億3,378万円（6.7％）
諸収入　3億3,403万円（3.5％）

使用料及び手数料　1億3,412万円（1.4％）
その他　2億3,938万円（2.5％）

その他　1億583万円（1.1％）

繰入金
7億8,866万円
（8.3％） 

地方消費税交付金　1億3,850万円（1.5％）県支出金
3億8,989万円（4.1％）

国庫支出金
4億9,831万円（5.3％）

町債
15億8,640万円
（16.7％）

地方交付税
31億4,706万円（33.2％）

38%

62%

■平成26年度の主な事業
■平成26年度一般会計決算報告（歳入）    

※（　）書きは構成比

■平成26年度一般会計決算報告（歳出）

歳出

民生費
17億2,088万円
（19.5％）

衛生費 10億4,475万円
（11.9％） 

総務費
14億2,985万円
（16.2％）

諸支出費
9億9,757万円（11.3％）

土木費
6億5,017万円
（7.4％）

商工費　3億1,979万円（3.6％） 
農林水産業費　3億4,359万円（3.9％）

教育費
11億4,577万円
（13.0％）

公債費
6億4,302万円
（7.3％）

その他　5億1,876万円（5.9％）

■決算額の推移

■特別会計・企業会計
特別会計名 歳　入 歳　出

国民健康保険 15億3,289万円
（△0.9%）

14億5,122万円
（△3.3%）

後 期 高 齢 者
医 療 事 業

4億2,729万円
（△2.0%）

4億2,718万円
（△2.0%）

（△2.3%） （△2.3%）

簡 易 水 道 6,707万円
（△6.4%）

3,583万円
（△11.6%）

下 水 道 11億1,289万円
（△4.6%）

11億 793万円
（△4.4%）

公共用地先行
取 得 等 事 業

万円
－

万円
－

南 保 外 二
地 区 用 水

257万円 250万円

奨 学 資 金 102万円
（0.0%） （0.0%）

102万円

企業会計
（病院事業） 歳　入 歳　出

収 益 的 収 支 30億2,699万円 34億3,539万円
（0.5%） （14.4%）

資 本 的 収 支 （1.5%）
4億1,186万円2億7,828万円

（1.9%）

平成26年度決算平成26年度決算

※（　）は前年比

歳出額 88億1,415万円
（町民一人あたり67万8,795円）

歳入額 94億8,666万円
（町民一人あたり73万586円）
※平成27年４月１日現在の住民基本台帳人口で算出（12,985人）

0

20

40

60

80

100

H16　　　H22　　　H23　　　H24　　　H25　　　H26

（億円）

（年度）

歳入　　歳出

《民生費》敬老・生きがい対策事業
　　　　　児童手当給付事業
　　　　　子育て支援事業

《総務費》安全・安心なまちづくり事業
　　　　　五差路周辺施設整備事業
　　　　　自治振興事業
　　　　　町制施行６０周年記念事業

《衛生費》健康診査事業
　　　　　感染症予防事業
　　　　　ごみ減量・資源化推進事業

《教育費》芸術文化振興事業
　　　　　図書館整備事業
　　　　　文化財管理事業
　　　　　社会体育事業

《土木費》道路橋梁新設改良事業
　　　　　除雪対策事業
　　　　　パークゴルフ場整備管理運営事業
　
　　　　　定住サポート事業

《農林水産業費》
　　　　　水田農業対策事業
　　　　　担い手農家育成事業
　　　　　広域農免農道整備事業

《商工費》公共バス運行事業
　　　　　企業立地奨励事業
　　　　　観光事業

《労働費》職業安定対策事業

《消防費》消防車購入事業

  1,799万円
1億4,198万円

  1,178万円

  1,149万円
4億2,119万円
1,454万円

  1,397万円

  2,566万円
3,579万円
1,383万円
 

 1,319万円
6億2,206万円
1,193万円
686万円
 

 1億1,778万円
5,908万円

8,638万円
2,992万円
 
 
1,736万円
533万円
2,465万円

  
3,907万円
4,314万円
5,105万円

  
979万円

  
879万円

歳入
依
存
財
源

自
主
財
源

80
億
７
’
５
３
１
万
円

76
億
３
’
８
９
２
万
円

81
億
４
’
１
１
９
万
円

78
億
９
’
４
４
５
万
円

86
億

１
２
５
万
円

78
億
３
’
７
３
３
万
円

84
億
３
’
７
５
１
万
円

83
億
８
’
６
３
７
万
円

90
億
２
’
０
１
５
万
円

77
億
５
’
８
３
５
万
円

88
億
１
’
４
１
５
万
円

94
億
８
’
６
６
６
万
円

きょうりょう
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財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
「
実

質
赤
字
比
率
」
、「
連
結
実
質
赤
字

比
率
」
、「
実
質
公
債
費
比
率
」
、

「
将
来
負
担
比
率
」
の
４
つ
の
指

標
と
「
公
営
企
業
資
金
不
足
比

率
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
こ
の
前
、新
聞
に
「
地

　
　
　
　
方
公
共
団
体
の
財
政
健

　
　
　
　
全
化
判
断
比
率
を
公

表
」
っ
て
い
う
記
事
が
載
っ
て
た
ん

だ
け
ど
、一
体
ど
う
い
う
比
率
の
こ

と
な
の
？
 

 

 

　
　
　
　
　
「
財
政
健
全
化
判
断

　
　
　
　
比
率
」
は
地
方
公
共
団

　
　
　
　
体
の
財
政
状
況
を
判
断

す
る
４
つ
の
指
標
の
総
称
の
こ
と

だ
よ
。毎
年
、議
会
へ
報
告
し
、公
表

し
て
い
る
ん
だ
。 
 

 

　
　
　
　
　
へ
〜
。じ
ゃ
あ
、そ
の

　
　
　
　
４
つ
の
指
標
に
つ
い
て

　
　
　
　
教
え
て
！

　
　
　
　
　
よ
し
。下
の
平
成
26
年

　
　
　
　
度
の
算
定
結
果
の
表
を

　
　
　
　
見
て
く
れ
る
か
な
。ま
ず

１
つ
目
は
「
実
質
赤
字
比
率
」
。こ

れ
は
、一
般
会
計
等
の
赤
字
の
割
合

を
示
す
指
標
の
こ
と
だ
よ
。 
 

　
２
つ
目
の
「
連
結
実
質
赤
字
比

率
」
は〝
連
結
〞つ
ま
り
一
般
会
計

等
の
ほ
か
に
特
別
会
計
や
企
業
会

計
な
ど
を
含
め
た
全
会
計
の
赤
字

の
割
合
を
示
す
指
標
の
こ
と
な
ん

だ
。

　
朝
日
町
の
場
合
は
、両
方
と
も
黒

字
だ
っ
た
か
ら
「
－
」
で
表
示
さ
れ

て
い
る
ね
。　

　
　
　
　
　
３
つ
目
の
「
実
質
公

　
　
　
　
債
費
比
率
」
は
知
っ
て

　
　
　
　
い
る
わ
。こ
れ
は
１
年
間

の
借
金
な
ど
の
返
済
額
の
割
合
を

示
す
指
標
の
こ
と
で
し
ょ
。こ
の
比

率
が
高
い
と
借
金
の
返
済
が
財
政

を
圧
迫
し
て
い
る
と
言
え
る
の
よ

ね
?
 
 

 

 

 

 

 

 

 

　
　
　
　
　
そ
の
と
お
り
。朝
日
町

　
　
　
　
は
８・６
㌫
だ
っ
た
か
ら

　
　
　
　
健
全
と
言
え
る
ね
。

　
４
つ
め
は
「
将
来
負
担
比
率
」

で
、こ
れ
は
町
が
将
来
負
担
す
る
借

金
な
ど
が
、年
間
収
入
の
何
年
分
に

な
る
か
を
示
す
指
標
の
こ
と
だ
よ
。

借
金
な
ど
が
年
間
収
入
の
１
年
分

だ
と
１
０
０
㌫
に
な
る
ん
だ
。 

　
　
　
　
　
朝
日
町
は
「
－
」
に

　
　
　
　
な
っ
て
い
る
か
ら
貯
金

　
　
　
　（
基
金
）な
ど
の
額
が
、将

来
負
担
す
る
借
金
な
ど
の
額
を
上

回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
ね
。こ
れ

も
健
全
と
言
え
る
わ
ね
。

　
４
つ
の
指
標
と
は
別
に
「
公
営

企
業
資
金
不
足
比
率
」
っ
て
い
う

の
も
あ
る
み
た
い
だ
け
ど
…
？
 

　
　
　
　
　
そ
う
な
ん
だ
。病
院
事

　
　
　
　
業
や
下
水
道
事
業
、水

　
　
　
　
道
事
業
な
ど
の
公
営
企

業
の
経
営
状
況
を
示
す
指
標
と
し

て
「
公
営
企
業
資
金
不
足
比
率
」

が
あ
る
ん
だ
。こ
れ
も
４
つ
の
指
標

と
同
様
に
、毎
年
、議
会
へ
報
告
し
、

公
表
し
て
い
る
ん
だ
。具
体
的
に
は
、

公
営
企
業
の
資
金
の
不
足
が
、事
業

の
規
模
に
対
し
て
ど
の
く
ら
い
あ

る
か
を
示
す
指
標
だ
よ
。

　

　
朝
日
町
は
「
－
」
に
な
っ
て
い
る

か
ら
、資
金
不
足
は
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
な
ん
だ
。

　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
。よ
く
わ

　
　
　
　
か
っ
た
わ
！
こ
れ
か
ら

　
　
　
　
も
町
は
、い
ろ
ん
な
事
業

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
け
ど
、

こ
れ
ら
の
基
準
を
超
え
な
い
よ
う

に
、健
全
な
財
政
を
維
持
し
て
い
か

な
い
と
ね
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■
財
政
健
全
化

　
判
断
比
率
っ
て
何
？

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く

　
　
　
　
健
全
化
比
率
の
公
表

下の表を見たら
ぼくでも町の財政が
健全な状態に
あるって分かるぞ。

１　健全化判断比率の算定結果
朝日町の財政健全化判断比率は、「早期健全化基準」「財政再生基準」のいずれも下回っています。

区　分
朝日町の比率

早期健全化基準 財政再生基準
平成26年度　平成25年度

実 質 赤 字 比 率 － ％ － ％ 015.0％ 20.0％

連結実質赤字比率 － ％ － ％ 020.0％ 30.0％

実質公債費比率   8.6％ 9.2％ 025.0％ 35.0％

将 来 負 担 比 率 － ％ － ％ 350.0％

会計名
朝日町の比率

経営健全化基準

病 院 事 業 会 計 － ％ － ％ 20.0％

簡易水道特別会計 － ％ － ％ 20.0％

下水道特別会計 － ％ － ％ 20.0％

２　公営企業資金不足比率の算定結果
朝日町の公営企業会計に資金不足は発生していません。

※赤字額、将来負担額、資金不足額がない場合は「―」で表示しています。

一般会計の執行状況

区　　分 予　算　額 収入済額 収入率 区　　分 予　算　額 支出済額 支出率

0,

0,

（歳入） （歳出）

●土地
●建物

●有価証券
 
●出資金
 
●基金等積立金

区　　　分 金　　　額 構成比
一 般 会 計

町有財産の状況 町債の状況
区　　　分 金　　　額 構成比

そ の 他 会 計
簡 易 水 道
下 水 道
あさひ総合病院
合 　　　 計

　条例により、町の財政状況を１年に２回、町民の皆さん
にお知らせしています。今月号では、平成27年９月30日現
在における平成27年度予算の執行状況をお知らせします。

平成27年度財政状況

会　計　区　分 歳　　入 歳　　出
予  算  額 収入済額 収入率 予  算  額　　  支出済額 支出率

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療 事 業
簡 易 水 道
下 水 道
南 保 外 二 地 区 用 水
奨 学 資 金

企　業　会　計
（あさひ総合病院）

歳　　入 歳　　出

収 益 的 収 支
資 本 的 収 支

特別会計の執行状況

平成26年度　平成25年度

地方交付税

町 税

繰 入 金

町 債

国庫支出金

県 支 出 金

諸 収 入

繰 越 金

そ の 他

合 計

民 生 費

衛 生 費

総 務 費

土 木 費

公 債 費

教 育 費

農林水産業費

商 工 費

そ の 他

合 計

25億0,000万円

14億5,377万円

11億1,817万円

7億4,540万円

5億5,670万円

4億5,244万円

3億3,292万円

2億4,509万円

4億6,285万円

78億6,734万円

20億3,757万円

8億5,477万円

0万円

0万円

1億2,713万円

7,825万円

4,251万円

3億7,276万円

2億7,250万円

37億8,549万円

81.5%

58.8%

0.0%

0.0%

22.8%

17.3%

12.8%

152.1%

58.9%

48.1%

17億7,999万円

12億2,164万円

10億6,673万円

8億7,243万円

7億8,225万円

5億5,713万円

5億5,374万円

3億7,802万円

6億5,541万円

78億6,734万円

6億 170万円

4億9,087万円

5億1,272万円

1億3,725万円

3億4,485万円

2億6,826万円

1億7,259万円

2億1,377万円

2億6,215万円

30億 416万円

33.8%

40.2%

48.1%

15.7%

44.1%

48.2%

31.2%

56.5%

40.0%

38.2%

32億4,033万円

2億8,654万円

予  算  額 収入済額 収入率 予  算  額　　  支出済額 支出率
14億2,352万円

1億3,052万円

43.9%

45.6%

32億2,514万円

4億2,599万円

11億8,827万円

2億 895万円

36.8%

49.1%

総 務 債
社 会 福 祉 債
保 育 所 債
農林水産業債
土 木 債
消 防 債
教 育 債
災 害 復 旧 債

臨時財政対策債等
過疎対策事業債
その他事業債

83億4,294万円
9,947万円
149万円

4億 804万円
3億4,505万円
2億3,441万円
1億5,721万円
6億6,434万円
2,147万円

43.7%
0.5%
0.0%
2.1%
1.8%
1.2%
0.8%
3.5%
0.1%

31億2,007 万円
32億9,139 万円

0 万円

16.4%
17.3%
0.0%

107億3,430万円
4,814万円

54億8,574万円
52億 42万円
190億7,724万円

56.3%
0.2%
28.8%
27.3%
100.0%

774,651 ㎡
88,750㎡

2億9,036万円

1億6,457万円

75億 538万円

16億6,374万円

4億3,675万円

6,883万円

14億 927万円

192万円

102万円

7億4,206万円

7,061万円

  3,650万円

1億6,685万円

  7万円

 0万円

44.6%

16.2%

53.0%

11.8%

3.6%

16億6,374万円

4億3,675万円

 6,883万円

14億927万円

  192万円

0.0％　　　　　102万円

7億3,636万円

1億4,536万円

  1,804万円

5億2,598万円

  186万円

  26万円

44.3%

33.3%

26.2%

37.3%

96.9%

25.5%
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手当名 内容及び支給単価 支給実績
（26年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給月額
（26年度決算）

扶養手当

⑴配偶者　13,000円
⑵配偶者以外
　①6,500円
　　（配偶者がいない場合は、そのうち１人について11,000円）

人につき１子るあに間のでま末度年歳22満らかめ初度年歳61満 ②　
5,000円を加算

住居手当

借家等に家賃を支払っている職員に支給
　①家賃23,000円以下の場合　　家賃－12,000円
　②家賃23,000円を超える場合　11,000円＋（家賃－23,000円）／２
　　（最高限度額　27,000円）

通勤手当

⑴交通機関利用職員
　６箇月定期券等の価額による一括支給
　全額支給限度額　１箇月当たり55,000円
⑵自動車等使用職員
　距離段階区分に応じ2,000円～31,600円

管理職手当 管理又は監督の地位にある職員に当該職の区分に応じて定額を支給

宿日直手当　　　宿日直勤務を命ぜられた職員が勤務した場合に支給　4,200円

⑤その他の手当（平成27年４月１日現在）

部門別職員数の状況（各年４月１日現在） 単位：人

※職員数は、教育長、臨時又は嘱託職員を除く一般正職員です。

⑻特別職の報酬などの状況
（平成27年４月１日現在）

《職員の定員管理状況》

《職員の給与状況》

区分
部門

職員数
平成26年 平成27年 対前年増減数

門
部
計
会
通
普

門
部
政
行
般
一
議会
総務・税務
民生・衛生
農林水産
商工
土木

小　計
教育部門

小　計

門
部
計
会
等
業
企
営
公 病院

国民健康保険
簡易水道
下水道
その他（介護等）

小　計
合　計

（　）は条例定数

区分 給料月額 期末手当
（26年度支給割合）

町　長 810,000円

3.05月分

副町長 670,000円
教育長 603,000円

議　長 354,000円
副議長 306,000円
議　員 288,000円

※職員手当には、退職手当を含みません。
※職員数は、平成２6年４月１日現在の人数。ただし、新川広域圏事務組合
　へ派遣している職員（１名）は含んでいません。

住民基本台帳
人口（H27.1.1）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

13,109人　  8,792,244 　  405,801 　 1,268,960　　14.4％

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

標準的な
職務内容

主事 主事 係長
　　　　　　　主査
　　　　　　　主任

課長代理 課長
主幹

課長

職員数 16　　 20　　  40 ９ 　　6 6 97

構成比 16.5% 20.6% 41.2%  9.3% 6.2% 6.2% 100%

朝日町 国

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置
　・役職加算　5～15％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置
　・役職加算　　   5～20％
　・管理職加算　10～26％

朝日町 国

１人当たり平均支給額
11,860千円

支給実績 145千円

支給職員１人当たり平均支給年額 4,148円

職員全体に占める手当支給職員の割合 19.1％

代表的な手当の名称
・訪問徴収業務手当　
・用地交渉業務手当

支給実績

職員１人当たり平均支給年額

39,314千円

215千円

職員数
Ａ

給与費 一人当たり
給　与　費
Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　 Ｂ

156人 563,923    90,665    170,985    825,573      5,292

区　分
平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額

一般行政職

40.0歳 293,199円

技能労務職

54.5歳

43.5歳 50.2歳

276,759円

334,283円 289,141円

区　分 朝日町 国

朝日町

国

一般行政職
大学卒 174,200円 174,200円

高校卒 142,100円 142,100円

区　分
経験年数

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

一般行政職
大学卒 256,190円 303,655円 336,742円

高校卒 231,000円 　　－　　　 311,350円

⑴人件費の状況（平成26年度普通会計決算）
単位：千円

⑹一般行政職の級別職員数の状況（平成27年４月１日現在）

⑺職員の手当の状況
①期末手当・勤勉手当（平成26年度支給割合）

②退職手当（平成27年４月１日現在）

③特殊勤務手当（平成26年度）

④時間外勤務手当（平成26年度）

⑵職員給与費の状況（平成26年度普通会計決算）
単位：千円

⑶職員の平均年齢、平均給料月額の状況
（平成27年４月１日現在）

⑷職員の初任給の状況（平成27年４月１日現在）

⑸職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成27年４月１日現在）

期末手当 勤勉手当

2.60 月分 1.50 月分

（支給率）自己都合 勧奨・定年

勤続20年 20.445月分 27.405月分

勤続25年 29.145月分 34.5825月分 29.145月分 34.5825月分

勤続35年 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分

41.325月分 49.59月分

49.59月分 49.59月分

（支給率）自己都合 勧奨・定年

勤続20年 20.445月分 27.405月分

勤続25年

勤続35年

最高限度額

期末手当 勤勉手当

2.60 月分 1.50 月分

たれさ給支に員職たし職退に度年62、は額給支均平りた当人１の当手職退 ※
平均額です。

　朝日町職員の給与・定員管理について、町民
の皆さんに広くご理解いただくため、次のとお
りお知らせします。

町職員の給与・定員管理などを公表します

※普通会計とは、病院事業･国民健康保険等を除く町事業全般を行うための
　会計をいいます。
※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

※一般行政職とは事務系職員など、技能労務職とは学校･保育所の調理員など
　を指します。

8,373千円

4,242千円

5,522千円

7,626千円

4,133千円

16,226円

20,793円

3,933円

42,367円

2,708円

※手当の内容については、国の制度と同じ

2
45
73
9
7
4

140
20
160
149
4
2
3
11
169
329

（406） （406）

2
42
73
9
6
5

137
20
157
147
4
2
3
11
167
324

3

1
△1
　3

3
2

2
5
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全児童の家庭に火災予防のアン
ケートを行い、防火新聞にまと
め、周辺の公共施設に配って防
火を訴える活動を発表しました。

笹川地区は県外や海外からも
移住者が訪れるようになり、交
流人口の拡大やにぎわいづくり
に成果を挙げました。

肉用牛の部　肉用和牛での受
賞。同部門で６頭のうち、特に霜
降り度合いにおいて、高評価を
得ての受賞となりました。

17 162015.12 広報 あさひ 2015.12 広報 あさひ

ver.6

　
朝
日
町
消
防
団
の
秋
季
訓
練
は

10
月
18
日（
日
）、町
内
一
円
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、消
防
団
員
相
互
の

連
携
、士
気
の
高
揚
、消
防
技
術
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、町
民
の
防

火
防
災
に
対
す
る
啓
発
を
目
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　
訓
練
は
、観
閲
、機
械
器
具
点
検
、

町
内
全
域
を
防
火
広
報
を
兼
ね
巡

回
、３
地
区（
泊
地
区
本
町
地
内
、

山
崎
地
区
山
崎
新
地
内
、南
保
地

区
町
南
保
地
内
）で
火
災
を
想
定
し

た
放
水
訓
練
、Ｊ
Ａ
み
な
穂
農
協
あ

さ
ひ
支
店
前
で
分
列
行
進
を
行
い

ま
し
た
。

　
訓
練
終
了
後
、感
謝
状
及
び
優

良
消
防
団
員
等
に
表
彰
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
の
は
、次
の
方
々
で

す
。（
敬
称
略
）

【
富
山
県
知
事
現
場
表
彰
】

山
崎
英
政（
第
１
分
団
団
員
）、前

川
和
也（
第
２
分
団
団
員
）、長
崎

正
直（
第
３
分
団
班
長
）、上
澤
幸

広（
第
４
分
団
団
員
）、寺
田
隼
人

（
第
４
分
団
団
員
）、寺
﨑
直
樹（
第

５
分
団
団
員
）、笹
川
聡（
第
５
分

団
団
員
）、米
田
充
伸（
第
６
分
団

班
長
）

【
朝
日
町
消
防
団
長
表
彰
】

鈴
木
智
子（
団
本
部
団
員
）、栁
澤

慶
幸（
第
１
分
団
団
員
）、松
原
貞

之（
第
１
分
団
団
員
）、水
野
多
聞

盛（
第
１
分
団
団
員
）、九
里
悟
史

（
第
１
分
団
団
員
）、金
森
惟
真（
第

２
分
団
団
員
）藤
井
忠
政（
第
２
分

団
団
員
）、江
淵
朝
夫（
第
３
分
団

団
員
）、土
居
宏（
第
３
分
団
団
員
）、

鈴
見
直
人（
第
３
分
団
団
員
）、上

野
正
祥（
第
３
分
団
団
員
）、大
森

正
裕（
第
３
分
団
団
員
）、末
上
雅
一

（
第
４
分
団
団
員
）、新
田
雄
樹（
第

４
分
団
団
員
）、松
田
節（
第
４
分

団
団
員
）、山
本
一（
第
５
分
団
団

員
）、青
木
友
宏（
第
５
分
団
団
員
）、

九
里
豊
和（
第
６
分
団
団
員
）、水

島
志
郎（
第
６
分
団
団
員
）

　
　
　

【
町
長
感
謝
状・永
年
勤
続
退
団
者

感
謝
状
】

越
澤
久
行（
元
団
本
部
副
団
長
）、

石
井
清
人（
元
第
２
分
団
分
団
長
）、

谷
口
宗
次（
元
第
３
分
団
部
長
）、

佃
文
利（
元
第
３
分
団
団
員
）、小

林
榮（
元
第
５
分
団
団
員
）、口
岩

晃（
元
第
６
分
団
副
分
団
長
）、濱

田
保（
元
第
６
分
団
班
長
）、竹
谷

浩
一（
元
第
６
分
団
班
長
）、田
中
明

人（
元
第
６
分
団
班
長
）

〇
路
上
駐
車
は
や
め
て

　
道
路
上
に
自
動
車
を
放
置
さ
れ

　
る
と
除
雪
が
で
き
ま
せ
ん
。

〇
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で

　
雪
を
道
路
に
捨
て
る
と
交
通
の

　
支
障
や
事
故
の
原
因
と
な
り
ま

　
す
。

〇
歩
道
除
雪
に
ご
協
力
を

　
歩
道
は
幅
が
狭
く
、障
害
物
も
あ

　
り
除
雪
車
で
全
て
の
除
雪
は
で

　
き
ま
せ
ん
。皆
さ
ん
で
除
雪
に
ご

　
協
力
く
だ
さ
い
。

〇
投
雪
は
計
画
的
に

　
無
秩
序
な
投
雪
に
よ
り
床
下
浸

　
水
な
ど
が
起
き
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。計
画
的
な
投
雪
を
お
願
い

　
し
ま
す
。

　
ま
た
、事
故
防
止
の
た
め
に
、ふ

　
た
の
閉
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

　
お
願
い
し
ま
す
。

〇
地
域
ぐ
る
み
の
除
雪
を

　
除
雪
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
必

　
要
で
す
。小
型
除
雪
車
を
貸
し
出

　
し
ま
す
。

〇
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で

　
除
雪
車
は
急
に
方
向
を
変
え
る

　
こ
と
が
あ
り
危
険
で
す
。お
年
寄

　
り
や
子
ど
も
に
家
庭
で
指
導
し

　　
て
く
だ
さ
い
。

〇
消
雪
パ
イ
プ
の
散
水
停
止
時
間

　
消
雪
パ
イ
プ
は
、電
力
契
約
に
よ

　
り
、下
記
の
時
間
は
水
が
止
ま
り

　
ま
す
の
で
、ご
理
解
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

　
　・午
前
11
時
〜
正
午

　
　・午
後
１
時
〜
２
時

　
冬
季
は
暖
房
に
使
う
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。

　
油
の
流
出
は
、河
川
や
水
路
、海
、

地
下
水
等
に
重
大
な
環
境
汚
染
を

引
き
起
こ
し
、農
業
用
水
が
取
水
で

き
な
い
、井
戸
水
が
飲
め
な
く
な
る

な
ど
、生
活
に
重
大
な
被
害
を
与
え

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ポ
リ

タ
ン
ク
な
ど
に
灯
油
を
小
分
け
す

る
際
は
、絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ
ず

に
注
意
し
て
作
業
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

【
対
策
】ホ
ー
ム
タ
ン
ク
に
防
油
堤

を
設
置
し
た
り
、セ
メ
ン
ト
練
な
ど

に
使
用
す
る
プ
ラ
舟
を
置
き
、灯
油

を
小
分
け
す
る
際
は
、プ
ラ
舟
の
中

で
行
う
な
ど
、防
止
策
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

（
イ
ラ
ス
ト
）

問
い
合
わ
せ
　
住
民・子
ど
も
課

　
　
　
　（
☎
役
場
内
線
１
３
４
）

お知
らせ

ニュ
ース

道
路
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

お知
らせ

お知
らせ

年
末
年
始
の
ご
み・資
源
物
回
収・し
尿
収
集
の
日
程

12
月
１
日
か
ら
道
路
除
雪
実
施
本
部
設
置

◎除雪に関するご要望は、町内会長を通じて下記へ
　■国道　国土交通省黒部国道維持出張所（☎52-1714）
　■県道　富山県新川土木センター
　　　　　入善土木事務所（☎72-1099）
　■町道　朝日町道路除雪実施本部（☎83-1100
　　　　　または本部直通☎83-1300）

区　　分 12/27
（日）

12/28
（月）

12/29
（火）

12/30
（水）

12/31
（木）

１/１
（金）

１/２
（土）

１/３
（日）

１/４
（月）

１/５
（火）

集
収
み
ご
燃やせるもの

○
曜日該当
地区

休み
○

曜日該当
地区

曜日該当
地区

○
休み休み 休み

○
曜日該当
地区

燃やせないもの
○

曜日該当
地区

休み
○

曜日該当
地区

○
曜日該当
地区

休み 休み 休み
○

曜日該当
地区

み
込
持
人
個
燃やせるもの
（エコぽ～と）

○
午前のみ休み ○ ○ 休み 休み 休み ○

燃やせないもの
（宮沢清掃センター）
※許可証が必要です

休み ○ ○ 休み 休み 休み ○

○

○

資源物回収広場
（泊） ○

○

○

○休み

休み

曜日該当
地区

○

○
曜日該当
地区

○

○

○

休み 休み 休み 休み 休み 休み

第２資源物回収
広場（舟川新） 休み

休み

休み 休み 休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み

し尿収集 休み 休み 休み ○

○

12/29（火）～１/４（月）まで休み

※
し
尿
収
集
は
、年
末
は
申
し
込
み
が
集
中
し
、ご
希
望
に
応
じ
き
れ
な
い
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
。円
滑
に
く
み
取
り
が
行
え
る
よ
う
、12
月
16
日
ま
で
に
申
し
込
み
を

　
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
申
し
込
み
　
朝
日
衛
生
社（
☎
82
ー
0
5
8
5
）

油
の
流
出
事
故
に

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
！プラ舟

防油堤

▼

▼

朝
日
町
消
防
団
秋
季
訓
練

ニュ
ース

各
分
野
で
の
受
賞 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

富山県功労表彰

（農）食彩あさひ
女性の能力を活かして地域の食
材を用いた商品開発や加工技
術の伝承に努め、地産地消への
取り組みに対し受賞に至りまし
た。

とやま地産地消優良活動賞

朝日町漁業協同組合女性部
地魚を利用した「魚のさばき方
教室」など、魚食普及に努めるほ
か、「灰付きワカメ」の技術継承・
魚の育つ環境の保全・美化を実
施したことによる受賞。

花と緑の銀行理事長表彰

柳澤　仁志さん（高畠）
南保みず穂館および高畠公民
館周辺のプランターや地区内の
公共施設花壇の植栽管理を実
施していることでの受賞。

第61回富山県小学生火災
予防研究発表大会特選

        さみさと小学校
（河村ゆいさん、水島珠唯さん、舘穂華さん、
 田島楓さん、桑守即心くん、廣田冬磨くん）

北日本新聞地域社会賞

笹川自治振興会

新川地区畜産共進会 最優秀賞

柏　慶太さん（平柳２区）



 

な
ん
ぶ　
　

  

じ
ゅ
ん
や

南
部
　
順
哉 

く
ん

うちの元気印大募集！
「うちの元気印」では、出ていただけるお子
さん（おおむね２～４歳）を募集しています。
企画政策室広報担当まで
☎役場内線215
kikaku@int.town.asahi.toyama.jp
件名に「うちの元気印」、本文に
お子さんのお名前を入力して、
写真データを送付してください。

町
南
保
の

　

南
部　

直
樹
さ
ん
・

　

円
香
さ
ん
夫
妻
の
次
男

　

（
平
成
25
年
９
月
3
日
生
）

　
10
月
29
日
、富
山
市
に
あ
る
富
山

県
教
育
文
化
会
館
で
「
第
43
回
花

と
緑
の
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今
回
は
こ
の
大
会
で
２
人
の
方

が
県
知
事
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ

れ
る
と
い
う
情
報
を
得
て
、会
場
へ

訪
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
県
内
各
市
町
村
か
ら

多
く
の
方
が
出
席
さ
れ
て
い
ま
し

た
。名
誉
会
長
で
あ
る
知
事
の
あ
い

さ
つ
の
後
、「
花
と
緑
の
功
労
者
表

彰
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
富
山
県
環
境
部
門
県
土
美
化
分

野
緑
化
功
労
表
彰
」
に
中
山
曻
さ

ん（
松
涛
町
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。受

賞
理
由
は
、町
内
の
小
学
校
や
総
合

病
院
な
ど
で
花
壇
づ
く
り
に
尽
力

さ
れ
、自
ら
育
成
し
た
プ
ラ
グ
苗
を

配
布
す
る
な
ど
、地
域
の
緑
化
の
中

心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

で
し
た
。

　
続
い
て
「
花
と
緑
の
標
語
」
部

門
で
す
。県
内
の
小
学
生
か
ら
１
３

０
９
点
と
い
う
多
数
の
応
募
の
中

か
ら
最
優
秀
賞
に
さ
み
さ
と
小
学

校
２
年
の
田
中
結
衣
さ
ん（
桜
町
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

受
賞
に
至
っ
た
標
語
は
「
あ
の
花
を

見
た
く
て
　
今
日
も
ま
わ
り
道
」

審
査
委
員
長
の
評
で
は
「
ま
だ
か

な
、も
う
す
ぐ
、や
っ
と
咲
い
た
、う

れ
し
い
な
、そ
ん
な
弾
む
よ
う
な
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。声
に
出
す

と
、優
し
い
気
持
ち
が
あ
ふ
れ
幸
せ

な
気
分
に
な
る
作
品
で
す
」

　
受
賞
さ
れ
た
中
山
さ
ん
、田
中
さ

ん
、本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

■
元
気
か
な
〜
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
１
歳
児
）

　
内
科
健
診
が
あ
る
日
の
こ
と･･･

保
育
士
「
も
う
す
ぐ
お
医
者
さ
ん
、モ

　
　
　
シ
モ
シ（
健
診
）し
に
く
る
か

　
　
　
ら
片
付
け
よ
う
ね
〜
」

　
Ａ
ち
ゃ
ん
が
慌
て
た
よ
う
に

Ａ
ち
ゃ
ん
　「
Ａ
ど
こ
も
痛
く
な
い
！
」

　
お
部
屋
で
し
て
い
る
お
医
者
さ
ん

ご
っ
こ
で
注
射
を
打
っ
た
り
、薬
を
飲

ん
だ
り
し
て
い
た
の
で
、〝
も
し
か
し

て…

〞と
怖
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

保
育
士
「
大
丈
夫
や
よ
。お
医
者
さ
ん

　
　
　
元
気
か
な
〜
？
っ
て
見
に
来

　
　
　
て
く
れ
る
ん
」

　
と
言
う
と
、Ａ
ち
ゃ
ん
は
ほ
っ
と
し

た
表
情
に
な
り
、無
事
に
健
診
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
　

　
ド
キ
ド
キ
さ
せ
て
ご
め
ん
ね
。

■
七
五
三
参
り

　
　
　
　
　
　
　
　 （
４
、５
歳
児
）

　
七
五
三
参
り
の
日
、千
歳
飴
が
長

い
理
由
を『
長
生
き
で
き
る
た
め
』と

聞
い
た
翌
日
、

Ｂ
ち
ゃ
ん
　『
せ
ん
せ
い
、じ
ー
ち
ゃ
ん
、

　
　
　
ば
ー
ち
ゃ
ん
に「
長
生
き
で
き

　
　
　
る
か
ら
食
べ
て
ね
！
」っ
て
、

　
　  

千
歳
飴
分
け
て
あ
げ
た
よ
ー
』

保
育
士
「
じ
ー
ち
ゃ
ん
、ば
ー
ち
ゃ
ん

　
　
　
喜
ん
で
た
や
ろ
う
ね
」

Ｃ
ち
ゃ
ん　
「
ぼ
く
は
家
族
全
員
長
生
き

　
　
　
し
て
ほ
し
い
か
ら
、み
ん
な
に

　
　
　
千
歳
飴
分
け
て
あ
げ
た
！！
」

　
家
族
想
い
の
と
っ
て
も
優
し
い
子

供
た
ち
で
し
た
。

 

■
か
う
！
？
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
４
、５
歳
児
）

Ｄ
ち
ゃ
ん
　「
私
の
家
の
近
く
の
○
○
さ

　
　
　
ん
ち
に
犬
お
る
よ
ー
」

Ｅ
ち
ゃ
ん
　「
じ
ゃ
あ
、犬
飼
っ
と
る
ん

　
　
　
や
ね
ー
」

Ｄ
ち
ゃ
ん「
買
っ
て
お
る
ん
じ
ゃ
な
い
よ
。

　
　
　
普
通
に
前
か
ら
お
る
ん
や
　

　
　
　
よ
!!
」

 

『
飼
う
』と『
買
う
』の
思
い
違
い
で
し

た
。

泊
南
部
保
育
所
の
巻
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私
の
将
来
の
夢
は
、フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
。

理
由
は
、小
さ
い
と
き
か
ら
服
な
ど

の
デ
ザ
イ
ン
を
書
く
こ
と
が
好
き

だ
っ
た
か
ら
で
す
。私
は
、こ
の
夢
を

叶
え
る
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
デ
ザ
イ

ン
画
を
書
き
続
け
、今
ま
で
に
な
い

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
私
は
、和
菓
子
職
人
に
な
り
た
い

で
す
。理
由
は
家
で
上
生
菓
子
を

作
っ
た
ら
、楽
し
く
て
、お
い
し
か
っ

た
か
ら
で
す
。日
本
の
四
季
を
表
現

す
る
の
も
粘
土
み
た
い
で
お
も
し
ろ

い
か
ら
で
す
。そ
の
た
め
に
、日
本
の

伝
統
文
化
を
勉
強
し
て
、伝
統
文
化

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
私
の
夢
は
、小
説
家
に
な
る
こ
と

で
す
。な
ぜ
か
と
い
う
と
、日
本
中
の

人
た
ち
に
文
章
で
私
の
気
持
ち
を

伝
え
た
い
か
ら
で
す
。読
ん
で
く
れ

る
み
な
さ
ん
に
、少
し
で
も
私
の
文

章
で
勇
気
を
出
し
て
、心
が
温
か
く

な
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。

　
私
の
将
来
の
夢
は
、「
お
か
あ
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
」
の
歌
の
お
姉
さ
ん

で
す
。き
っ
か
け
は
、小
さ
い
頃
か
ら

祖
母
と
見
て
い
た
か
ら
で
す
。こ
の

番
組
は
見
て
い
る
人
が
と
て
も
楽

し
く
な
り
ま
す
。だ
か
ら
、歌
の
お
姉

さ
ん
に
な
っ
て
、日
本
中
の
人
を
幸

せ
に
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

夢
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
け
！

米田　珠々さん

　（桜　町）　

さみさと小学校６年

蓬澤　杏奈さん

　　　（向陽町）

さみさと小学校６年

水島こころさん

　　　　　（東草野）

さみさと小学校６年

野口絵梨奈さん

（山崎新）

あさひ野小学校６年

未
来
の
主
役
た
ち

マルシェ：フランス語で「市場」という意味

こどもたちの
つ
ぶ
や
きあ

の
ね

あ
の
ね

ver.4

　よもぎさわ　　あんな     よねた　　　すず

  みずしま　 　 のぐち　  え り な

未
来

主
役

　このコーナーでは、広報担当者が町内を巡り、人・もの・食・風景など、あらゆる
分野において、様々な角度から町の魅力を発掘し、皆さんに伝えていきます。
　このコーナーでは、広報担当者が町内を巡り、人・もの・食・風景など、あらゆる
分野において、様々な角度から町の魅力を発掘し、皆さんに伝えていきます。

第
43
回
花
と
緑
の
大
会

　
　
朝
日
町
の
２
人
が
知
事
か
ら
表
彰
！

ぶらり朝日町
広報マンが行く！

ぶらり朝日町
広報マンが行く！

の
ぼ
る



「
朝
日
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
」
は
手
元
に
残
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
使
用
期
限
は
平
成
28
年
１
月

14
日（
木
）で
す
。

　
期
限
を
過
ぎ
る
と
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。お
早
め
に
取
扱
店
舗

で
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

　
　
　
　（
☎
役
場
内
線
2
5
5
）

　
平
成
28
年
朝
日
町
成
人
式
を
挙

行
し
ま
す
。式
典
後
に
記
念
撮
影
を

行
い
ま
す
。

日
時
　
平
成
28
年
１
月
10
日（
日
）

　
受
付
　
午
前
９
時
10
分
〜

　
式
典
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ 

教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　（
☎
役
場
内
線
3
2
1
）

　
輝
か
し
い
新
年
を
寿
ぎ
、次
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
　
１
月
４
日（
月
）午
後
３
時

　
　（
受
付
　
午
後
２
時
30
分
〜
）

場
所
　
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル

会
費
　
３
，０
０
０
円

　
※
平
服
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

２
日（
水
）開
会
、提
案
理
由

　
　
　
　
説
明
、質
疑

10
日（
木
）代
表・一
般
質
問

11
日（
金
）一
般
質
問

18
日（
金
）委
員
長
報
告
、

　
　
　
　
　
討
論
、採
決

☆
議
会
の
傍
聴
の
お
問
い
　

　
合
わ
せ
は
議
会
事
務
局

　（
☎
役
場
内
線
３
３
１
）へ

☆
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
み
ら
ー

れ
Ｔ
Ｖ
」
で
は
、２
日（
水
）、

10
日（
木
）、11
日（
金
）、18
日

（
金
）の
本
会
議
の
模
様
を
、午

前
10
時
か
ら
生
中
継
し
ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
０
９
１
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
放
送
）

12
月
議
会
の
ご
案
内

みんな
ページ
の

みんな
ページ
の

みんな
ページ
の
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しわす

師走

December

人　身　事　故
件　数 死　者 傷　者

物損
事故

県　内

朝日町

入善警察署
管　内

3,189件
（－286）

59人
（＋22）

3,689人
（－352）

73件
（＋５）

４人
（＋３）

81人
（＋１）

487件
（－37）

21件
（＋３）

２人
（＋１）

25人
（＋６）

157件
（＋６）

　
今
月
の
テ
ー
マ
は「
年
末
年
始
に

し
た
い
こ
と
」で
し
た
。大
掃
除
に

年
賀
状
、早
め
に
し
て
お
き
た
い
と

毎
年
思
い
ま
す
が
、な
か
な
か
計
画

的
に
で
き
て
い
な
い
の
が
頭
の
痛

い
と
こ
ろ
で
す
。今
年
こ
そ
は
ゆ
っ

く
り
と
お
正
月
を
迎
え
た
い
と
思

い
ま
す
。さ
て
、来
月
の
テ
ー
マ
は

「
新
年
の
目
標
」で
す
。

　
投
稿
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

﹇
問
題
﹈

①
道
路
除
雪
実
施
本
部
の
設
置
日

　
は
12
月
〇
日
？

　
Ａ
、１
　
Ｂ
、２
　
Ｃ
、３

②
朝
日
町
総
合
戦
略
の
計
画
期
間

　
は
平
成
〇
年
度
ま
で
？

　
Ａ
、30
　
Ｂ
、31
　
Ｃ
、32

〔
応
募
方
法
〕

☆
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、住
所
、

氏
名
を
書
き
12
月
14
日（
月
）（
当
日

消
印
有
効
）ま
で
〒
939
ー
0
7
9
3

役
場
企
画
政
策
室
へ
お
送
り
く
だ

さ
い
。広
報
ク
イ
ズ
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
３
名
に
図
書
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

  
　
こ
れ
か
ら
は
火
災
の
起
き
や
す

い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。暖
房
器
具
、特

に
ス
ト
ー
ブ
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・使
用
前
に
は
、点
検
整
備
の
実
施
。

・
灯
油
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
て
か

ら
給
油
す
る
。

・火
を
消
し
て
か
ら
給
油
す
る
。

・
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
ふ
た
は

し
っ
か
り
閉
め
る
。

・
点
検
後
、し
ば
ら
く
炎
の
調
節
を

す
る
。

・ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
さ

な
い
。ま
た
、周
囲
に
は
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。

・ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま
で
寝
な

い
。

朝
日
町
交
番
か
ら
の
お
知
ら
せ

vol.101

一
口
安
全
メ
モ
☎83-0430

 

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う

　
　
　
雪
の
ふ
る
里
　
北
陸
路

　
12
月
11
日（
金
）か
ら
20
日（
日
）

　
年
末
は
、仕
事
の
忙
し
さ
な
ど
か

ら
運
転
も
急
ぎ
が
ち
に
な
り
、交
通

事
故
を
起
こ
し
や
す
い
時
期
で
す
。

心
と
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

　
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
は
早
め
に
冬

用
に
交
換
し
、冬
道
の
安
全
運
転
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、年
末
は
飲
酒
の
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響

は
運
転
に
強
く
表
れ
ま
す
。二
日
酔

い
も
飲
酒
運
転
に
な
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。家
庭
や
職
場
を
あ
げ

て
、飲
酒
運
転
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

交通事故
発生状況調

10月末現在
（  ）内は前年同月比

投
稿
コ
ー
ナ
ー

投
稿
コ
ー
ナ
ー

広
報
ク
イ
ズ

広
報
ク
イ
ズ
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　平成27年度富山県南方戦没
者慰霊行事が沖縄県糸満市摩文
仁の丘「立山の塔」前で挙行され、
富山県町村会を代表して参加し
ました。
　先の大戦が終わりを告げてか
ら、70年という長い歳月が過ぎ
去りました。今、こうして、摩文仁
の丘に静かにたたずんでおりま
すと、過酷を極めた戦いにより、
無念にも帰らぬ人となられた戦
没者の方々がしのばれ、深い悲し
みが胸に迫ります。

　戦後に生まれた世代が大半を
占める今、戦争体験の風化が危
惧されております。悲しみの歴史
を繰り返さぬよう、決意を新たに
するとともに、今日の我が国の平
和と繁栄が尊い犠牲の上に築か
れているという事実を、次の世代
へしっかり語り継いでいくこと
は、今に生きる私たちすべてに課
せられた大切な使命であります。

　懇親会では、市長会代表で参
加された田中南砺市長と地域活
性化の取り組みについてさまざ
まな意見交換をさせていただき
ました。パワフルでアイデアマン
の田中市長に大きな刺激をいた
だきました。また、井内県厚生部
長、横山県会議長をはじめ遺族
会の皆さまとも和やかに懇親さ
せていただき、大変思い出深い沖
縄訪問となりました。
　　　　　朝日町長　笹原靖直
　　　　　　【１１月１２日記】

あさひ日和あさひ日和

▲

金
木
犀

▲

檸
檬

▲

道
子

▲

l
a
t
t
e

▲

睦
子

▲

鶯

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

オレンジカフェ　　　 あいりすほっと 問い合わせ：シルバー人材センター
　　　　　 （☎83－2382）

　認知症の方やそのご家族、認知症の不安のある方、認知症に理解・関心の
ある方なら誰でも参加できます。
日時　12月４日（金）午後1時30分～
場所　シルバー人材センター内「アイリス」
内容　●「認知症に関する相談会」「オカリナコンサート」（午後1時45分頃～）
　　　●ティータイム（午後2時45分頃～）　※参加費（200円）が必要です。

オレンジカフェ　　　 あいりす

さ
む
〜
い
冬
は
ご
用
心
！！

朝
日
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
使
用
期
限
迫
る
！

使用期限／平成28年１月14日（木）

見本

催
　し
平
成
28
年
朝
日
町
成
人
式

新
年
賀
詞
交
歓
会

正
し
く
使
お
う
石
油
ス
ト
ー
ブ

先月号の当選者は、PN道子さん、PN金木犀さん、PNｌａｔｔｅさんに決まりました。
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医療の現場から

 

問
い
合
わ
せ  

☎
83
ー
１
５
７
７ E-m

ail:hisuisp@
sch.town.asahi.toyam

a.jp
※ 

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

通
信

ジェイドくん

　
冬
場
、寒
く
な
っ
て
く
る
と
よ
り

入
念
に
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
す

る
と
い
っ
た
傾
向
が
強
い
と
思
い
ま

す
。そ
れ
は
あ
る
意
味
で
正
し
い
の

で
す
が
、体
育
館
や
運
動
場
を
使
え

る
時
間
は
限
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う

し
、ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
に
長
い

時
間
を
取
ら
れ
て
し
ま
う
の
は
少

し
考
え
も
の
で
す
。

　
で
は
、ど
の
程
度
ま
で
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
を
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ

う
か
。競
技
や
、そ
の
後
の
本
運
動

の
強
度
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
が
、

心
拍
数
で
い
え
ば
１
２
０
拍
／
分
、

感
覚
的
に
は
カ
ラ
ダ
が
寒
い・冷
た

い
と
感
じ
な
い
状
態
ま
で
温
め
て

お
き
た
い
も
の
で
す
。

　
冬
場
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の

ポ
イ
ン
ト
は
、夏
場
よ
り
も
、よ
り

効
率
的
に
カ
ラ
ダ
を
温
め
る
こ
と
。

同
時
に
外
気
温
が
低
い
場
合
は
一

度
温
め
た
カ
ラ
ダ
を
で
き
る
だ
け

維
持
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。手
首
・
足
首
な
ど
肌

が
露
出
し
て
い
る
と
、そ
の
部
位
が

冷
え
て
き
た
り
し
や
す
い
で
す
か
ら
、

で
き
る
だ
け
肌
の
露
出
が
な
い
状

況
で
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　
歩
い
た
り
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
な

が
ら
、カ
ラ
ダ
を
温
め
つ
つ
関
節
の

可
動
域
を
広
げ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を

併
用
し
て
行
え
ば
効
率
の
よ
い
ウ

ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。

ver.5

ス
ポ
ー
ツ 

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ

ス
ポ
ー
ツ 

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ

12
月
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
予
定

　
10
月
31
日
か
ら
11
月
３
日
ま
で

の
４
日
間
に
わ
た
っ
て
、ア
ゼ
リ
ア

ホ
ー
ル
で
「
第
36
回
朝
日
町
美
術

展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
作
品
は
、絵
画
、書
、彫
刻
・
工

芸
・
デ
ザ
イ
ン
、写
真
の
４
部
門
で

構
成
さ
れ
ま
し
た
。受
賞
者
の
方
は

次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

■
絵
画
の
部

▼
町
展
大
賞
　
岩
井
順
子（
中
草

野
）「
初
秋
」

▼
町
展
賞
　
藤
田
志
津
香（
三
枚

橋
）、長
谷
昭
子（
平
柳
一
区
）

▼
奨
励
賞
　
渡
邉
千
鶴
子（
糸
魚

川
市
）、佐
渡
哲（
富
山
市
）、鹿
熊

安
広（
殿
町
）

▼
佳
作
　
畑
み
つ
子（
平
柳
二
区
）、

岡
田
紅
雲（
神
田
町
）、水
野
世
良

（
泊
高
校
）、松
島
智
子（
山
王
）、藤

井
弘
子（
三
枚
橋
）、吉
原
菜
々
子

（
泊
高
校
）

■
書
の
部

▼
町
展
大
賞
　
澤
谷
綾（
桜
町
）

「
北
ア
ル
プ
ス
」

▼
町
展
賞
　
坂
本
秀（
下
山
新
）、

鷲
好
子（
清
水
町
）

▼
奨
励
賞
　
田
村
重
信（
藤
塚
）、

河
村
苑
香（
泊
高
校
）、西
尾
夏
芽

（
泊
高
校
）

▼
佳
作
　
大
西
美
洋（
入
善
町
）、

泉
信
博（
入
善
町
）、橋
場
沙
葵（
泊

高
校
）、川
村
里
奈（
泊
高
校
）

■
彫
刻・工
芸・デ
ザ
イ
ン
の
部

▼
町
展
大
賞
　
東
渉
一（
中
道
下
）

「
蓮
透
か
し
花
器
」

▼
町
展
賞
　
宇
田
麻
子（
南
保
町
）、

中
島
弘
美（
殿
町
）

▼
奨
励
賞
　
竹
内
加
代
子（
笹
川
）、

草
京
子（
荒
川
三
丁
目
）、野
坂
萌

華（
泊
高
校
）

■
写
真
の
部

▼
町
展
大
賞
　
九
里
豊
之（
陽
光

台
）「
雨
の
あ
と
」

▼
町
展
賞
　
石
井
ア
イ
子（
窪
田
）、

鷲
明
宏（
清
水
町
）

▼
奨
励
賞
　
魚
住
常
雄（
栄
町
）、

折
谷
武
彦（
上
道
下
）、長
井
孝
春

（
笹
川
）

▼
佳
作
　
加
藤
敏
久（
荒
川
三
丁

目
）、能
沢
道
夫（
下
山
新
）、湯
島

冨
司
雄（
栄
町
）、九
里
寿
邦（
弥
生

町
）

▼
新
川
地
区
中
学
校
総
合
選
手
権

大
会（
６
月
20
日
、21
日
サ
ン
リ
ー

ナ
他
）

《
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
》

男
子
の
部
　
１
位
　
朝
日
中
学
校

《
柔
道
》

男
子
団
体
　
１
位
　
朝
日
中
学
校

男
子
個
人

　
90
㎏
超
級
２
位
　
岡
崎
　
大
輝

　
90
㎏
級
　
１
位
　
小
柳
　
択
麿

　
81
㎏
級
　
１
位
　
藤
田
　
陸
玖

　
　
　
　
　
２
位
　
小
川
　
拓
人

　
73
㎏
級
　
１
位
　
開
澤
　
　
樹

　
66
㎏
級
　
１
位
　
板
澤
　
俊
介

　
　
　
　
　
２
位
　
上
不
　
聖
哉

女
子
個
人

　
57
㎏
級
　
１
位
　
松
本
　
馨
子

《
剣
道
》

男
子
団
体
　
１
位
　
朝
日
中
学
校

男
子
個
人
　
３
位
　
岩
城
　
佳
依

《
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
》

男
子
の
部
　
３
位
　
朝
日
中
学
校

《
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
》

ダ
ブ
ル
ス
　
３
位
　
廣
川
　
晃
大

　
　
　
　
　
　
　
　
安
達
　
祐
希

《
水
泳
》

男
子
50
ｍ
自
由
形

　
　
　
　
　
３
位
　
浪
花
　
勁
矢

男
子
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
　
　
　
３
位
　
浪
花
　
勁
矢

▼
新
川
地
区
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会

（
８
月
15
日
宮
野
運
動
公
園
）

中
学
男
子
　
２
位
　
広
川
　
晃
大

　
　
　（
朝
日
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
）

中
学
女
子
　
１
位
　
春
若
　
純
菜

　
　
　（
朝
日
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
）

　
　
　
　
２
位
　
田
中
　
緋
萌

　
　
　（
朝
日
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
）

小
学
生
女
子
上
級

　
　
　
　
１
位
　
吉
井
ひ
か
り

　
　
　（
朝
日
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
）

　
　
　
　
２
位
　
広
川
　
真
夕

　
　
　（
朝
日
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
）

小
学
生
男
女
中
級

　
　
　
　
２
位
　
山
崎
茉
莉
奈

　
　
　（
朝
日
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
）

　
　
　
　
３
位
　
道
島
　
佑
奈

　
　
　（
朝
日
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
）

小
学
生
男
女
初
級

　
　
　
　
１
位
　
江
端
　
沙
弥

　
　
　（
朝
日
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
）

　
　
　
　
２
位
　
蓬
澤
さ
く
ら

　
　
　（
朝
日
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
）

▼
朝
日
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
祭
2
0
1
5

（
８
月
16
日
サ
ン
リ
ー
ナ
）

男
子
複
１
部

　
１
位
　
牧
田
中
庸
、水
島
　
靖

　
２
位
　
北
島
優
哉
、米
沢
利
子

女
子
複
１
部

　
１
位
　
杉
本
寿
美
栄
、村
口
知
子

　
２
位
　
杉
本
麗
奈
、村
口
絵
美
莉

男
子
複
２
部

　
１
位
　
川
田
伊
咲
、扇
原
　
蒼

　
２
位
　
吉
野
璃
久
、山
岡
雅
弥

女
子
複
２
部

　
１
位
　
杉
田
琴
音
、右
井
里
歩

　
２
位
　
久
保
春
日
、佐
田
　
希

第
36
回
朝
日
町
美
術
展

ニュ
ース

●
い
き
い
き
連
合
会
ペ
タ
ン
ク
大
会

　
４
日（
金
）　
サ
ン
リ
ー
ナ
　
第
１

体
育
室

●
町
民
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
　
６
日

（
日
）　
サ
ン
リ
ー
ナ
　
第
１
体
育
室

●
U
ー
6
・
8
サ
ッ
カ
ー
教
室
　
６

日（
日
）、20
日（
日
）　
サ
ン
リ
ー
ナ

　
第
２
体
育
室

●
寺
田
杯
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
　
12
日（
土
）、13
日（
日
）　
サ

ン
リ
ー
ナ
　
第
１・２
体
育
室

●
レ
デ
ィ
ー
ス
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

町
予
選
　
17
日（
木
）、18
日（
金
）　

サ
ン
リ
ー
ナ
　
第
１
体
育
室
　
夜
間

●
会
長
杯
富
山
県
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
　
19
日（
土
）　
サ
ン

リ
ー
ナ
　
第
１・２
体
育
室

●
全
日
本
ク
ラ
ブ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
県
予
選
　
20
日（
日
）

　
サ
ン
リ
ー
ナ
　
第
１
体
育
室

●
北
陸
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
　
27
日

（
日
）〜
29
日（
火
）　
サ
ン
リ
ー
ナ
　

第
１・２
体
育
室

ヒ
ス
イ
の
原
石
寄
付

　看護師の仕事にも様々な役割
があります。
　認定看護師の制度は、高度化・
専門化する保健・医療・福祉の現
場において、特定の分野で、熟練
した技術と知識を用いて水準の
高い看護実践ができる看護師を
必要とし、日本看護協会が平成８
年に発足しました。
　認定看護師とは、５年以上の実
務経験の後（内3年は認定分野の
実践が必要）、６～７ヶ月の教育
を受講・卒業し、日本看護協会の
認定試験に合格した看護師です。
　あさひ総合病院では、平成２５
年７月に認知症看護の分野で、今
年７月には緩和ケアの分野で認
定看護師が誕生しました。現在2
分野2名の認定看護師で、それぞ
れ日々の看護業務をしながら専
門分野の活動も行っています。
　認定看護師の役割は、①水準
の高い看護ケアを患者さんおよ
び地域住民の方々に提供する役
割②看護職・医療従事者に対し
専門的知識を指導する役割③看
護職・医療従事者の相談役です。
　認定看護師の富山県内の人数
は、平成２７年１１月現在では１
８９人で様々な分野で活躍をし
ています。また現在、県内の認知
症看護認定看護師は１０人、緩和
ケア認定看護師は３３人が活躍
しています
　認定看護の分野は全部で２１
分野が制定されていますが、あさ
ひ総合病院では今後も認定看護
師を順次育成し、地域医療に貢献
できる中核病院として努力して
参ります。

あ
さ
ひ
総
合
病
院

稲
荷
　
弘
美
　

認定看護師について

副
院
長

ニュ
ース

　現在、新川広域圏事務組合が行うケーブルテレビ事業（みらーれＴＶ）は、平
成28年4月1日から「新川地域介護保険・ケーブルテレビ事業組合」（現在の新
川地域介護保険組合）が行います。
　事業の移管に伴い、名称が変更され、より地域に密着した番組の作成と介護
予防番組の充実を目指します。提供しているサービス内容や利用料金などに変
更はありません。移管に伴う手続きは下記のとおりです。皆さんには引き続き、
介護保険制度とケーブルテレビ事業にご理解とご協力をお願いします。
移管に伴う手続き
　▽介護保険制度を利用する皆さん＝手続き不要。
　▽みらーれＴＶを利用する皆さん＝12月中に新川広域圏事務組合から、事
　　業移管案内と契約継続を確認する書類が届きます。契約を継続される場
　　合は、手続き不要です。
介護保険の問い合わせ　　　新川地域介護保険組合（☎57-3303）
みらーれＴＶの問い合わせ　新川広域圏事務組合ＣＡＴＶ放送センター
　　　　　　　　　　　　 （みらーれＴＶ）（☎74-9321）
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らせ 新川地域介護保険組合の名称が変わります！



企画政策室では、あなたのまわりの身近な話題を待っています。
☎83-1100へNews＆Topics
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各地区の魅力が詰まっています！
－ あさひポスター展 －

　11月６日、朝日町図書館会議室で10地区の自治振興会が地区の
魅力をＰＲするため制作したポスターのお披露目を兼ねた「あさひポ
スター展」が開催されました。
 このポスターは地区や朝日町のＰＲを図るとともに、ポスターの制作
を自治振興会が行うことで、自分たちの地区にある歴史や文化、風情
などを見つめ直し、地区の宝物として再発見することを目的として制
作。今後は、東京にあるふるさと回帰支援センターや泊駅での展示な
どで活用される予定です。 長寿の秘訣は農業で培った体力！

－ 清水もりさん満百歳祝い訪問 －
　10月24日、満百歳を迎えられた金山の清水もりさ
んを祝い、笹原町長が訪問し、祝い状と記念品を手渡し
ました。
　清水さんは農業一筋で長年にわたり、米作りを続け
てこられました。畑の野菜作りも95歳まで現役で続け
てこられ、そのおかげで今でも元気でいられると話し
ておられます。５年前、けがにより、農業は引退されま
したが、現在の楽しみはデイサービスとのことで、週２
回利用されています。

故郷を思い、親睦を深める
－ 関西朝日会第18回総会・懇親の集い －
　11月１日、関西在住の朝日町出身者が集う「関西朝
日会第18回総会および懇親の集い」が大阪市にあるホ
テルグランヴィア大阪で開催されました。
　第18回総会では、愛場隆彬会長や笹原町長、鹿熊県
議会議員のあいさつが行われ、最後に出席者の集合写
真の撮影が行われました。
　総会後の懇親の集いでは、カラオケ大会や抽選会、風
の盆倶楽部による越中おわら節が披露され、出席者は
懇親を深めていました。

個性あふれる作品が勢ぞろい
－ あさひ生涯学習フェスティバル －

　11月14日と15日の２日間にわたって、あさひ生涯
学習フェスティバルがサンリーナで開催されました。
　これは生涯学習関係団体などの活動の発表や展示を
通じ、生涯学習について考える機会を設けるとともに、
生涯を通じた学びへの意欲を高めることを目的に開催
しているものです。今回は展示スペースに書、俳句、短
歌やパッチワークなど21団体が出展。また、各種工作、
トランポリンやフラダンスなどの体験コーナーに３団体
が参加しました。来場者らは各種コーナーをまわり、芸
術とスポーツの秋を満喫していました。

－ 金婚を祝う感謝の集い －
　10月21日、昭和40年４月１日から翌年３月31日までに結婚され、今年で
結婚50周年を迎えられたご夫婦を招待し、感謝の気持ちを表し「金婚を祝う
感謝の集い」がアゼリアホールで開催されました。
　この日は６組12名の参加があり、はじめに笹原町長から祝い状と赤川焼の
夫婦湯呑茶碗の記念品が贈呈されました。会場では二人の思い出の写真など
のスライド上映やひまわり幼児園の園児による遊戯の後、一組ずつ町長と歓談
を行い、参加された夫婦はこれまでを振り返り、気持ちを新たにしていました。

スポーツを通じて交流を図る
－ 第29回朝日町障がい者スポーツ大会 －

　10月26日、あさひ福祉センター体育館で第29回朝
日町障がい者スポーツ大会が開催されました。
　この大会は、障がい者にスポーツを奨励し、運動を通
じ、相互の親睦を図ることを目的として毎年行われて
います。
　大会は、全員で準備体操をした後、「じゃんけんぽん」、
「ボーリング継走」など11種目の競技がありました。約
50人の参加者は赤組と白組に分かれ、お互いに応援し
ながらスポーツと交流を楽しみ、気持ちのよい汗を流
していました。

ver.4
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健康インフォメーション
保健センター
☎83-3309

印の健診は、母子手帳を持参して下さい。

あさひ総合病院 ☎８３-１１６０
土曜日は外来休診です。
かかりつけ患者さんについては、土、日、祝祭日を含め
24時間受け付けます。

社会福祉協議会だより

ふくしの窓
朝日町社会福祉協議会は、みなさんとともに地域の福祉向上を
目指す民間社会福祉団体です。

事務所　朝日町泊418（五叉路2階）
　　　　☎:83-0576　FAX:83-1589
　　　　朝日町ボランティアセンター　☎:83-1002
　　　　URL  http://www.town.asahi.toyama.jp/syakyou/

《以下の業務も行っています》

・朝日町ボランティアセンター

・朝日町善意銀行

・朝日町共同募金委員会

・日本赤十字社朝日町分区

・朝日町民生委員児童委員協議会

誰もが  笑顔で  元気に暮らせる  まちづくり（町社協の基本理念）

　朝日町社会福祉協議会・朝日町善意銀行
　　　　　　（10月11日～11月10日まで)

ありがとうあたたかい志

♥栄町　舟本ひさ子さんから亡夫
親義さんが生前お世話になったお礼
として　　　　　　　 100,000円
♥あさひ総合病院から新病院開院
10周年記念感謝祭フリーマーケッ
ト売上金　　　　　　　13,150円
♥匿名さんから　　　 100,000円
♥匿名さんから　　　　30,000円
♥匿名さんから　　　　  4,374円
♥匿名さんから　　　　18,430円

　食生活改善推進連絡協議会では、男性のための料
理教室を開催します。今は男性も料理をする時代で
す。どんどん台所に入り、料理を作って楽しみましょ
う。お友達やご近所の方もお誘いしてお気軽にご参
加ください。
日時　12月17日（木）午前10時～午後1時
場所　保健センター　
対象者　朝日町在住の男性（先着20名）　
持ち物　エプロン
※申し込みは12月1１日（金）までに、保健センター
　へお申し込みください。
問い合わせ　保健センター（☎83－3309）

　保健センターでは、健診で血糖の値が高めだった
方や糖尿病予防に関心のある方を対象に、「糖尿病予
防教室」を開催します。教室に参加して、『自分にも出
来そうな予防のヒント♪』を見つけてみませんか？
日時　12月1０日（木）午前10時～１１時２０分
場所　保健センター　２階研修室　
対象者　①特定健診結果で血糖値がHbA1c ５.6以
　　　　　上で、薬剤治療を受けていない方
　　　　②糖尿病予防に関心のある方
内容  「糖尿病予防について」
　講師　黒部市高桜内科医院院長　高桜 英輔先生
申し込み・問い合わせ
　保健センター（☎83－3309）

お知
らせ 男性のための料理教室

お知
らせ 糖尿病予防教室

健康相談
・健康に関すること
・健診結果
・子育てに関すること
・栄養・離乳食
・心の健康（うつ病）
  に関すること
・予防接種　など。
ご希望の方はお気軽に
ご相談ください
電話相談は随時受付します。

のご案内

事　　業　　名
（対象者）

月　　日
受付時間 会　場

健康体操教室
（希望者）

12月７日･14日・ 
21日
いずれも（月）
９：30～11：30

12月７日･14日・
21日
いずれも（月）
９：30～11：30

保健センター

 

保健センター

心の健康相談
（精神科医による診察は予約
制です。電話相談は随時受付
します。（☎52-2647）認知症
の相談も受けます。）

12月７日（月）
午後 新川厚生センター

ひきこもり等家族相談会
（精神保健福祉士による）
＊初めての方は予約が必要です。

12月２日（水）
14：00～15：30 新川厚生センター

４か月児健診
（27年８月生まれ）

12月22日（火）
13：00～13：30 保健センター

１歳６か月児健診
（26年４月、５月生まれ）

1月５日（火）
13：00～13：30 保健センター10～11か月児健診

（27年２月、３月生まれ）

12月３日（木）
13：00～13：30 保健センター

３歳児健診
（24年６月、７月生まれ）

１月７日（木）
13：00～13：20 保健センター

２回目フッ素塗布
（25年10月,11生まれで、１歳
６か月児健診の際希望され、既
に１回の塗布が済んでいる方）

12月３日（木）
13：00～13：15 保健センター

３回目フッ素塗布
（25年４月、５月生まれで、１歳
６か月児健診の際希望され、既
に２回の塗布が済んでいる方）

12月３日（木）
13：00～13：30 保健センター

４回目フッ素塗布
（24年10月、11月生まれで、１歳
６か月児健診の際希望され、既
に３回の塗布が済んでいる方）

１月７日（木）
13：00～13：15 保健センター

保健センター

歯 

科 

検 

診

坂 東 病 院
（☎83-2299）

坂 東 病 院
（☎83-2299）

坂 東 病 院
（☎83-2299）

坂 東 病 院
（☎83-2299）

坂 東 病 院
（☎83-2299）

坂 東 病 院
（☎83-2299）

坂 東 病 院
（☎83-2299）

坂 東 病 院
（☎83-2299）

日付(曜) 救急診療当番医 歯科在宅当番医（新川地区）

渡辺歯科医院
（黒部市・☎0765-52-0164）

平井歯科医院
（黒部市・☎0765-52-0727）

辻歯科医院
（滑川市・☎076-476-6811）

公園通り歯科
（滑川市・☎076-475-8881）

やすだ歯科
（滑川市・☎076-476-6480）

水橋歯科医院
（滑川市・☎076-475-0577）

やまざき歯科
（滑川市・☎076-475-8777）

もうすぐパパママ教室
（妊婦さんとパパ）

12月23日（水）
９：45～10：00

12月の休日当番医 診療時間：午前９時～午後５時
（正午から午後１時を除く）

　１０月１７日（土）アゼリアホールにて、第６回朝日町ボランティアフェス
ティバルが開催されました。大勢の方が来場し、ボランティア活動の発表を
楽しみました。

第６回朝日町
ボランティアフェスティバル報告

（変更になりました）

６日(日)

13日(日)

20日(日)

23日(祝)

27日(日)

29日(火)

30日(水)

31日(木)

参加無料

参加無料

ボランティアサポーターさん
のハロウィンコーナー

食生活改善推進員さん
の食育コーナー

《 冬期入浴送迎サービスのご案内 》

※生活状況を調査確認後、後日決定のご案内をいたします。日程や時間
　が変更になる場合がありますことをご了承ください。

　冬期期間、下記の条件に該当する高齢者世帯の方を老人福祉セ
ンター（大屋）まで送迎するサービスを実施します。
① 経済的に困窮されており、家族の援助が困難な方
② 自宅にお風呂がない方（壊れて使っていないなど）
③ 自分で入浴ができる方（介助の必要がない方）
④ 自動車の運転ができない方

実施日程　平成２8年1月５・12・19・26日
　　　　　　　　　 ２月2・９・16・23日  いずれも火曜日
             　午後1時15分～３時30分
利用料　　無料（入館料３００円は本人負担です。）
申込締切り　平成２７年１２月１５日（火）
問い合わせ・申し込み
　　朝日町社会福祉協議会　☎８３－０５７６

内容　「クリスマスサロン」
　お茶を飲みながら１年分の
　思い出話しをしましょう。
　　小さなクリスマスプレゼ
　ントも用意しています。
日時　12月10日（木）
　 午前9時30分～11時30分
会場　五叉路クロスファイブ2階
参加費　２００円
申し込み
　朝日町社会福祉協議会
　☎83-0576

※締切
　１２月８日（火）まで

インフルエンザ予防接種費用の一部を助成中！
　助成の対象となる方は下記のとおりです。
　・６５歳以上の方、生後６か月～中学３年生まで
　接種期日は１２月２８日（月）までです。
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　今年中に家屋を取り壊した場合や未登記建物の所有
権が移転したときは、家屋異動届または家屋名義人異
動届を提出してください。また、それ以前に異動して、ま
だ届け出をしていない場合も同様に提出してください。
　なお、届け出がない場合は、取り壊した建物や旧所有
者に課税されることとなりますので速やかに届け出て
ください。
届出方法　財務課に備え付けの異動届に必要事項を記
　入し押印のうえ提出してください。
※異動届の様式は、朝日町のホームページからもダウン
　ロードすることができます。
問い合わせ　財務課　資産税係⑧番窓口
　（☎役場内線125・126）

　し尿や生活雑排水などの汚水を、微生物の働きでき
れいな水にするのが浄化槽の役割です。そのためには、
浄化槽の維持管理が必要で大切なことです。法律では、
①微生物の管理や付属機器の点検（保守点検）
②槽内に溜まった汚泥の引き抜き（清掃）
③指定検査期間が行う水質に関する年１回の検査（法
　定検査）
が義務付けられています。
　富山県の定期検査の指定機関は、公益社団法人富山
県浄化槽協会です。定期検査は水質検査を主体とし、浄
化槽が正常に働いているか総合的に判定するものです。
身近な水環境を守るためにも、年に１回必ず法定検査
（11条検査）を受けてください。
問い合わせ
　新川厚生センター（☎52-1225）
　役場建設課（☎役場内線243）
　富山県環境政策課（☎076-444-3140）
　公益社団法人富山県浄化槽協会（☎076-421-1208）

公募期間　12月16日（水）午後５時15分まで（ただし
　土曜日・日曜日・祝日は除く）。入居資格などのお問い  
　合わせは、建設課業務係（☎役場内線２４４）まで。

◆消防設備士試験
試験日　平成28年１月31日（日）　富山国際会議場
試験種類　甲種　第１類、第４類
　　　　　乙種　第１類、第４類、第６類、第７類
◆危険物取扱者試験
試験日　平成28年２月６日（土）　富山国際会議場
　　　　平成28年２月７日（日）　富山国際会議場
　　　　平成28年２月14日（日）　高岡商工ビル
試験種類　甲種、乙種全類、丙種
受付期間（両試験共通）
　・電子申請　12月６日（日）午前９時～
　　　　　　  12月15日（火）午後５時
　・書面申請　12月９日（水）～12月18日（金）
問い合わせ　消防署予防係（☎83-0009）

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保
険や厚生年金などの社会保険料を納付した場合と同様
に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除
され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成２７年１月～１２月中に
納めた保険料全額です。（過去の年度分や追納保険料な
ども含みます。）
　また、ご自身の保険料だけでなく、配偶者やご家族
（大学生のお子様）の負担すべき国民年金保険料を支
払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けら
れます。
　なお、平成２７年中に納付した国民年金保険料につ
いて、社会保険料控除を受けるためには年末調整や確
定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払った
ことを証明する書類の添付が必要となります。
　このため、国民年金保険料を納付された方には、日本
年金機構本部から『社会保険料（国民年金保険料）控除
証明書』を送付していますので、申告書の提出の際には
必ず添付してください。
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不
慮の事故など万一のときにも心強い味方です。そのた
めにも保険料は納め忘れのないようキチンと納めま
しょう。詳しくは魚津年金事務所（☎24-1494）まで。

お知
らせ 家屋異動の届け出はお早めに！お知

らせ 黒部宇奈月温泉駅へは公共交通機関を！

お知
らせ 朝日町民講座

お知
らせ アルコールに関する家族教室

お知
らせ 年金だより

お知
らせ 消防設備士試験・危険物取扱者試験

お知
らせ 第67回人権週間　１２月４日～１０日

お知
らせ 浄化槽の法定検査を受けましょう

募
　集 町営住宅空室状況

町営住宅の入居者を募集します
・向陽町団地　―　２戸
・旭ヶ丘団地　―　４戸

くらしの情報室

募
　集 小中学校臨時的任用講師

催
　し 30歳の同窓会ｉｎとやま

ニュ
ース

日時　12月29日（火）午前11時～
場所　第１部　とやま自遊館
　　　第２部　オークスカナルパークホテル
内容　第１部　Ｕターン就職セミナーなど
　　　第２部　スペシャルゲストによるトークショー
参加費　第２部のみ3,000円（第１部は無料）
　※第２部への応募は、昭和58年４月２日～
　　昭和61年４月１日生まれの方に限ります。
申し込み　http://dousoukai.toyama.jp
申込締切　12月18日（金）
問い合わせ　富山県地域振興課（☎076-444-4496）

　富山県教育委員会では、小中学校で、臨時的任用講
師として勤務できる方を募集しています。また、平成28
年度から勤務できる方も募集しています。
・小学校または中学校の教員免許をお持ちの方が対象
です。（免許更新に該当する方は、更新済みであること）
問い合わせ　東部教育事務所　☎076-444-4568
　　教育委員会事務局　（☎役場内線311）

　法務省および全国人権擁護委員連合会では、人権尊
重社会の実現を目指し、今年も人権週間（12月４日～
10日）にあわせて人権思想の普及高揚を図る活動を実
施します。
【人権相談のご案内】
　毎日の生活の中でのお困りのことや悩み事があると
きは、下記までお気軽にご相談ください。
・富山地方法務局魚津支局　☎２２－０４６１
・子どもの人権１１０番　　☎０１２０－００７－１１０
　　　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）
・女性の人権ホットライン　☎０７６－４４１－０６５８
　　　　　　　　または　☎０５７０－０７０－８１０
・朝日町の人権擁護委員
　澤木　　昇（井ノ口）　　河村　智明（平柳２区）
　島端惠津子（上横尾）　　青嶋　武美（月　山）
【保育園児の人権ぬりえ展】
場所　あさひ総合病院　
期間　12月４日（金）～10日（木）

　冬期間の除雪対応のため、北陸新幹線黒部宇奈月温
泉駅周辺駐車場（第２～第５）の一部区画を堆雪場とし
て使用するため、駐車可能台数が減少します。
　期間中は駐車場の混雑が予想されますので、駐車場
の心配のない「あさひまちバスエクスプレス」などの公
共交通機関をご利用ください。
　また駐車マス外へ駐車されると、除雪作業が行えな
くなりますので、ご協力をお願いします。
期間　平成28年３月31日（木）まで

　11月２日(月)に、住宅用火災警報器設置促進運動の
ＰＲ活動として、あいの風とやま鉄道泊駅前で朝の通勤
者等を対象に、消防署員と女性消防団員が住宅用火災
警報器の設置に関するチラシが入ったポケットティッ
シュを配布し、住宅用火災警報器の設置の重要性を呼
び掛けました。
　住宅用火災警報器は家族の大切な命を守るための器
具であり、まだ設置されていない住宅につきましては、
早めの設置をお願いいたします。

　家族の飲酒について悩んでいませんか？飲酒する人
への家族の対応について学びましょう。
日時　12月11日（金）午後6時40分～8時30分
　　　（受付 午後6時30分～6時40分）
場所　新川厚生センター魚津支所（魚津市本江1397）
内容　講義「アルコール依存症って何？家族の対応方
　法は？」と座談会
申し込み　新川厚生センター魚津支所
　地域健康課（☎24－0359）

　子どもの身体は発育発展の途上にあり、生活習慣の
影響を強く受けます。子どもの身体の健全な発達にとっ
て良好な生活習慣を考えます。
内容　子どもの生活習慣と運動能力
日時　１２月７日（月）午後７時30分～９時
場所　役場４階大ホール
講師　富山県立大学　准教授　岡本　啓　氏
受講対象　高校生以上
問合せ・申込　教育委員会事務局（☎役場内線322）

住宅用火災警報器設置促進街頭キャンペーン

～納めた国民年金保険料は全額が
　　　社会保険料控除の対象です～

参加無料

参加無料

納期のお知らせ　「国民健康保険税６期」の納期が
　　　　　　　　12月25日（金）となっています。納め忘れのないようお願いします。

「みんなで築こう　人権の世紀」
～考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～
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くらしの情報室

10月 届出分

おすこやかに

ごめいふくを
追　分　絹　子　（７８）草　野

大　森　と　す　（８９）長　野

　　本　親　義　（９１）栄　町

野　村　　　や　（９０）松涛町

魚　津　節　子　（８２）本　町

久我口　富　夫　（８０）越(山崎)

石　　　博　雄　（６６）下道下

渡　辺　のぶ子　（９１）　境

平　野　峻　正　（７３）平柳２区

寺　田　みどり　（９６）下道下

（出生日）
　　　　　　      みなと
９/21　松井　　湊（女）翔　大　本　町

                　    せ な　
９/24　八木　星那（女）佑　治　本　町

　　　  　　    ちひろ
９/30　澤本　千尋（男）宏　樹　宮本町

　　　  　　　  え な
10/１　水島　恵那（女）智　啓　大　屋

　　　　　　 りゅうと
10/12　飯田　竜叶（男）義　章　中草野

　　　　　 りゅうのすけ
10/22　酒井龍之介（男）義　孝　上　町

ホット求人情報 Job Infomation 平成27年12月分

○「求人情報一覧表」もご利用下さい。なお、すでに採用済みの場合もありますのでご了承ください。
○ 詳しいことは、魚津公共職業安定所　☎24-0365へお問い合わせください。

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

整理
番号

採用
人数 求人番号賃  金 (単位：円)求人職種 年　齢 就業場所 休日

土 木 作 業 員

仕上げアイロン

看 護 補 助 者

造 園 工

製 缶 工

建 築 技 術 者

配 管 工

縫 製

小 売 販 売 員

接 客・洗 い 場

不 問

不 問

不 問

不 問

不 問

不 問

５９歳以下

４４歳以下

不 問

不 問

２

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２２０，０００～２６４，０００

１４０，０００～１７０，０００

１４６，０００～１４６，０００

１６１，０００～１６１，０００

１６０，０００～２８０，０００

２５０，０００～３００，０００

２０７，０００～３２２，０００

１４０，０００～１７０，０００

７６０～８００（時間給）

８００～９５０（時間給）

朝．平柳

朝．南保

朝．泊

朝．沼保

朝．平柳

朝．沼保

朝．泊

朝．南保

朝．月山

朝．道下

日祝他

日祝他

土日祝他

日他

日祝他

日祝他

日他

日祝他

他

他

７５８３０５１

７６８３４５１

７４０９８５１

７７２５９５１

７８１７４５１

７８３７９５１

７８４０２５１

７６８５８５１

７５６８３５１

７８３９０５１

12月の各種相談日
心配ごと相談
13:30～16:00　五叉路

☆裁判所出張手続案内（予約制）
13:30～16:00　五叉路

生活自立就労相談
10:00～11:30　五叉路

年金相談　役場住民・子ども課
10:00～15:00（受付14:30まで）

★法律相談（予約制）
14:30～17:00　五叉路

心配ごと相談
13:30～16:00　五叉路

11日(金)

15日(火)

１日(火)
８日(火)

22日(火)

16日(水)
17日(木)

☆印の予約は家庭裁判所魚津支部（☎22-0160）12月3日まで。
★印の予約は社会福祉協議会（☎83-0576）まで。

※ 相談は
　　 無料ですあなたの本箱あなたの本箱 朝日町図書館 

☎ 83-0574

　「アンパンマン」の作者として広く知ら
れるやなせたかし氏は、伝説の雑誌『詩と
メルヘン』を創刊し編集長として３０年
間にわたり活躍しました。その『詩とメル
ヘン』の「卒業生」である著者が“先生との
４５年間”を振り返り、やなせ氏の「愛と
献身」の人生を、恩師の名作詩の数々とと
もに綴る感動作です。

《 新しい本 》

《 本の紹介 》

《 紙芝居のお知らせ 》

一般書 小　説

『
優
し
い
ラ
イ
オ
ン
』

 　
　
　
　
　
　
小
手
鞠
る
い
著

日時　12月19日（土）10:30～11:00
場所　図書館　おはなしのへや
読み手　椎の木グループ どなたでもご参加いただけますので、

お気軽にお越しください。

折り紙教室
日時　12月12日（土）・26日（土）
　　　13:30～15:00

■教育相談（教育センター）
　　受け付け時間（月～金曜日）
　　8:30～17:00　☎82-1000
■子育て相談（保健センター）
　　受け付け時間（月～金曜日）
　　8:30～17:00　☎83-1920
■障がい者の生活相談（新川むつみ園）
　　受け付け時間（随時）☎78-1140
■介護相談（地域包括支援センター）
　　受け付け時間（月～金曜日）
　　8:30～17:00　☎83-0303

子育て支援センター
（ひまわり幼児園  ☎82-2288）
（いちご保育園　  ☎83-3716）

子育て支援センター
（ひまわり幼児園  ☎82-2288）
（いちご保育園　  ☎83-3716）

子育て支援センター
に集まれ！

■なかよし広場 　クリスマス会
日時　12月9日（水）午前10時～
場所　ひまわり幼児園 いちご保育園
対象　保育所入所前の乳幼児および
　　　そのご家族　　　　　
■赤ちゃん広場
日時　12月2日（水）午前10時～
講師　助産師　水井雅子氏　　　
場所　ひまわり幼児園
対象　１歳未満の乳児とそのご家族
　　　および妊産婦　
　　　※バスタオル持参のこと
■育児講座　音楽コンサート
日時　12月16日（水）午前10時～
講師　音楽教室「きてぃ・みゅーじっ
　　　くるーむ」主宰　中島美奈氏
場所　ひまわり幼児園
対象　子育て中の方およびそのご家
　　　族または育児に関心のある方

日本の最も美しい名建築　田中禎彦
「身体」を忘れた日本人　養老孟司

きのうの影踏み　　　　　辻村深月
世界中の青空をあつめて　中村　航

家庭児童相談
母子・父子相談
心配ごと相談
行政相談
人権なやみごと相談
13:30～16:00　五叉路

情報

情報

☎83-3700

☎82-0990
休館日は12月10日（木）

☎83-2382
12月の
お知らせシルバー人材センター 情報ひろば

12月
の営業

12月
の営業

毎週火曜日休館
（祝日の場合は翌日）

開館１周年記念事業開館１周年記念事業
●たのしい♪人形劇
　人形劇団どんぐりコロコロによる人形劇とパネルシアターの公演です。
　日時　12月５日（土）14：00～15：00　場所　朝日町図書館　会議室
●バルーンアート教室
　絵本に出てくる動物をみんなで作ってみましょう。
　日時　12月12日（土）10：30～12：00　場所　朝日町図書館　会議室
　講師　バルーンアート「ドリームの会」 両方ともどなたでもご参加（無料）いただけます。

★来年は申年！陶芸・ガラス干支好評販売中！
★なないろ朝市　歳の市
　　　年越しの準備はなないろ朝市で！
　　　日時　１２月２７日（日） 午前８時３０分

★イベント情報
12月27日（日）午後２時～　らくち～のカラオケ歌謡ショー
☆エコクラフト　クリスマスリース展示販売実施中!!（25日まで予定）
２階大広間前にて開催!!　素敵なリースがたくさん♥

★お風呂情報
12月３日（木）～16日（水）　７つのハーブ湯
12月15日（火）～28日（月） サンタクロースの湯
12月22日（火）　柚子風呂
１年の疲れをお風呂でいやそう。

当センターをご利用頂き、ありがとうございます。
★請求書送付日について
　毎月、月末締めとなっています。就労実施した月の翌月中旬頃に、
請求書を送付いたします。請求書をご確認後、振込み又はセンター
窓口にて、30日以内にお支払をお願いします。
★入会説明会　日時　12月11日（金）午後１時３０分
　　　　　　　場所　朝日町シルバー人材センター
　＊事前に電話で連絡をお願いします。
　　当日ご都合が悪い方は日程の調整を致します。
　お申し込み・問い合せ　☎83-2382
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ヶ
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● お問い合わせ　朝日町役場企画政策室　〒939-0793 朝日町道下1133　☎ 83-1100 FAX 83-1109
● ホームページ 　http://www.town.asahi.toyama.jp/

（  ）は前月比

 ［町の人口］ 平成27年11月1日現在
　 人　口
　　 男
　　 女
　 世帯数

12,851人 (-26)
5,996人 (-29)
6,855人 (-17)
4,932世帯 (-25)

ver.5
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頃
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を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
獲
得
し
た
金
メ
ダ

ル
も
、も
ち
ろ
ん
印
象
深
い
で
す
が
、大
会
前

に
大
き
な
事
故
に
遭
い
、そ
れ
を
乗
り
越
え

て
挑
ん
だ
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
銀
メ
ダ
ル
の
方
が
人
生
の
経
験
と

し
て
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。目
標
設
定
、危

機
感
、改
善（
工
夫
）こ
の
３
つ
を
常
に
意
識

し
、設
定
し
た
目
標
を
達
成
し
た
と
き
に
は
、

そ
の
結
果
を
過
少
評
価
し
「
も
っ
と
何
か
で

き
る
は
ず
」
と
い
う
意
識
を
習
慣
づ
け
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
自
分

だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
」
を
常
に
考
え
、ど
ん

な
環
境
に
お
い
て
も
適
応
し
て
い
く
こ
と
が

結
果
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
結
果
を
出
す
ま
で
に

必
要
な
時
間
は
「
１
万
時
間
」
。「
慣
れ
る

ま
で
に
３
ヶ
月
」
「
習
得
ま
で
に
３
年
」

「
極
め
る
ま
で
に
10
年
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。ま
ず
は
３
ヶ
月
、い
ろ
ん
な
視
点
に
立
っ

て
自
分
な
り
の〝
工
夫
〞を
日
常
に
取
り
入
れ

「
意
識
の
新
陳
代
謝
」
を
心
が
け
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
何
事
に
お
い
て
も
、後
悔
し
な
い
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。大

事
な
場
面
で
「
あ
の
と
き
こ
う
し
て
い
れ

ば
…
」
と
い
う
思
い
を
し
な
く
て
す
む
よ
う

に
、妥
協
す
る
自
分
を
つ
く
ら
ず
、日
々
の
生

活
に
充
実
感
を
持
っ
て
過
ご
せ
ば
結
果
は
つ

い
て
く
る
と
思
い
ま
す
。も
し
、「
挫
折
」
を

感
じ
た
と
き
は
、目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
思
っ
て
く

だ
さ
い
。そ
し
て
、し
つ
こ
い
と
思
わ
れ
る
く

ら
い
や
り
続
け
る
こ
と
が
成
長
に
つ
な
が
り

ま
す
。

あさひびとあさひびと

■
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て
感
じ
た
こ
と

■
町
民
の
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

今回は、教育講演会で朝日町を訪れた
清水宏保さんのインタビューを紹介します。

元
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手

　
　      

清 

水 

宏 

保 

さ
ん

－プロフィール－　
１９７４年２月２７日生。北海道出身
１９９３年　１８歳でワールドカップに初出場・初優勝。
１９９８年　長野オリンピック　金メダル（500メートル）
　　　　　　　　　　　　　  銅メダル（1000メートル）
２００２年　ソルトレークシティオリンピック　銀メダル（500メートル）
２０１０年３月　現役引退
２０１３年７月　北海道札幌市にて整骨院を開院

■
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
ち
な
が
ら

　
諦
め
ず
に
挑
戦
で
き
た
原
動
力

「
前
例
を
鵜
呑
み
に
す
る
な
。前
例
が

  

な
い
か
ら
こ
そ
、挑
戦
し
続
け
る
」

ぜ
ん
そ
く

う   

の

さ
る
ど
し

322015.12 広報 あさひ
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